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Ⅰ.調査の概要 
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１．調査の目的 

川西市では、男女が性別に関わらず個性と能力を発揮し、いきいきと暮らすことがで

きる社会の実現に向けて、平成25年３月に策定した第３次川西市男女共同参画プランに

基づき、さまざまな取り組みを進めている。一方、国においては、平成27年８月に制定

された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」及びこの法律に基づき、同

年９月に策定された「女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針」を踏まえ、

地域における女性の職業生活における活躍を進めるための推進計画の策定を求めている。 

平成29年度は第３次プランの中間見直しの時期にあたり、女性活躍推進計画の一体的

策定を含め、今後の男女共同参画施策推進にあたっての基礎資料を得るため実施した。 

 

２．調査の設計 

（１）調査対象 川西市に居住している満16歳以上の市民 2,000人 

（２）抽 出 法 住民基本台帳による無作為抽出（平成28年８月１日現在） 

（３）調査期間 平成28年８月16日～平成28年９月９日 

（４）調査方法 郵送配布、郵送回収（ハガキによる督促１回） 

 

３．回収結果 

回収状況 

 配布数 有効回収数 有効回収率 

女 性 1,000 514 51.4％ 

男 性 1,000 351 35.1％ 

合 計 2,000 878 43.9％ 

※有効回収数の合計には、「その他」１人、性別不詳12人が含まれている。 

 

表１ 回答数の性別・年齢構成 

 
項目 

16
〜
19
歳 

20 
歳 
代 

30 
歳 
代 

40 
歳 
代 

50 
歳 
代 

60 
歳 
代 

70 
歳 
代 

80 
歳 
以 
上 

無 
回 
答 

合 
計 

全
体 

回答数 22 50 84 152 124 185 178 73 10 878 

％ 2.5 5.7 9.6 17.3 14.1 21.1 20.3 8.3 1.1 100.0 

女
性 

回答数 10 28 63 95 76 112 91 39 - 514 

％ 1.9 5.4 12.3 18.5 14.8 21.8 17.7 7.6 - 100.0 

男
性 

回答数 12 22 21 56 47 73 86 34 - 351 

％ 3.4 6.3 6.0 16.0 13.4 20.8 24.5 9.7 - 100.0 

そ
の
他 

回答数 - - - - 1 - - - - 1 

％ - - - - 100.0 - - - - 100.0 

無
回
答 

回答数 - - - 1 - - 1 - 10 12 

％ - - - 8.3 - - 8.3 - 83.3 100.0 
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表２ 母集団の性別・年齢構成（平成28年７月末現在） 

 
項目 

16
〜
19
歳 

20 
歳 
代 

30 
歳 
代 

40 
歳 
代 

50 
歳 
代 

60 
歳 
代 

70 
歳 
代 

80 
歳 
以 
上 

合 
計 

全
体 

母集団 6,403 13,298 17,139 25,538 18,284 22,420 21,550 13,062 137,694 

％ 4.7 9.7 12.4 18.5 13.3 16.3 15.7 9.5 100.1 

女
性 

母集団 3,096 6,904 8,880 13,098 9,478 12,150 11,613 7,821 73,040 

％ 4.2 9.5 12.2 17.9 13.0 16.6 15.9 10.7 100.0 

男
性 

母集団 3,307 6,394 8,259 12,440 8,806 10,270 9,937 5,241 64,654 

％ 5.1 9.9 12.8 19.2 13.6 15.9 15.4 8.1 100.0 

 

表３ 調査時点の川西市の人口（平成28年７月末現在） 

全 体 
総人口 159,770人 

（％） 100.0％ 

女 性 
女性 83,828人 

（％） 52.5％ 

男 性 
男性 75,942人 

（％） 47.5％ 

 

 

【標準誤差】 

今回の調査は、標本調査であるので、回答者のデータが市民の意識として十分信頼

のおけるものであるかどうかをみる。 

調査精度として、比率の推定の標本誤差をみるが、信頼度95％レベルにおいた場合、

これは統計学理論から次のように与えられる。 

 

 

 

 

 Ｅ：標準誤差 

 Ｎ：母集団の大きさ（川西市民の16歳以上の人口） 

 ｎ：標本の大きさ（回答者数） 

 Ｐ：あるカテゴリについての、母集団での回答率 

 

この式の意味は、求める母集団におけるあるカテゴリ（注目した特性、多くの場合、

調査項目と一致）の比率Ｐが、標本調査で得られた比率ｐの前後±Ｅの範囲に入って

いると判断して95％間違いないということである。 

 

Ｅ＝±２ 
Ｎ－ｎ 

Ｎ－１ ｎ 

Ｐ×（１－Ｐ） 

× 
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【標準誤差（10歳階級別）】 

  p(%) 5  10  15  20  25  30  35  40  45  50  

  n 95  90  85  80  75  70  65  60  55  50  

総 数 878  ±1.4 ±1.9 ±2.2 ±2.5 ±2.7 ±2.9 ±3.0 ±3.1 ±3.1 ±3.1 

＜性別＞                       

女性 514  ±1.9 ±2.6 ±3.1 ±3.4 ±3.7 ±3.9 ±4.1 ±4.2 ±4.3 ±4.3 

男性 351  ±2.3 ±3.1 ±3.7 ±4.2 ±4.5 ±4.8 ±5.0 ±5.1 ±5.2 ±5.2 

＜年齢別＞                       

女性 16～19歳 10  ±13.5 ±18.6 ±22.1 ±24.8 ±26.8 ±28.4 ±29.5 ±30.3 ±30.8 ±30.9 

     20歳代 28  ±8.1 ±11.1 ±13.2 ±14.8 ±16.0 ±16.9 ±17.6 ±18.1 ±18.4 ±18.5 

     30歳代 63  ±5.4 ±7.4 ±8.8 ±9.8 ±10.7 ±11.3 ±11.7 ±12.1 ±12.2 ±12.3 

     40歳代 95  ±4.4 ±6.0 ±7.2 ±8.0 ±8.7 ±9.2 ±9.6 ±9.8 ±10.0 ±10.0 

     50歳代 76  ±4.9 ±6.7 ±8.0 ±9.0 ±9.7 ±10.3 ±10.7 ±11.0 ±11.1 ±11.2 

     60歳代 112  ±4.0 ±5.5 ±6.6 ±7.4 ±8.0 ±8.4 ±8.8 ±9.0 ±9.2 ±9.2 

     70歳代 91  ±4.5 ±6.1 ±7.3 ±8.2 ±8.9 ±9.4 ±9.8 ±10.0 ±10.2 ±10.2 

     80歳以上 39  ±6.8 ±9.4 ±11.2 ±12.5 ±13.6 ±14.3 ±14.9 ±15.3 ±15.6 ±15.7 

男性 16～19歳 12  ±12.3 ±16.9 ±20.2 ±22.6 ±24.5 ±25.9 ±26.9 ±27.7 ±28.1 ±28.2 

     20歳代 22  ±9.1 ±12.5 ±14.9 ±16.7 ±18.1 ±19.1 ±19.9 ±20.4 ±20.8 ±20.9 

     30歳代 21  ±9.3 ±12.8 ±15.3 ±17.1 ±18.5 ±19.6 ±20.4 ±20.9 ±21.3 ±21.4 

     40歳代 56  ±5.7 ±7.8 ±9.3 ±10.5 ±11.3 ±12.0 ±12.5 ±12.8 ±13.0 ±13.1 

     50歳代 47  ±6.2 ±8.6 ±10.2 ±11.4 ±12.3 ±13.1 ±13.6 ±14.0 ±14.2 ±14.3 

     60歳代 73  ±5.0 ±6.9 ±8.2 ±9.1 ±9.9 ±10.5 ±10.9 ±11.2 ±11.4 ±11.4 

     70歳代 86  ±4.6 ±6.3 ±7.5 ±8.4 ±9.1 ±9.6 ±10.0 ±10.3 ±10.5 ±10.5 

     80歳以上 34  ±7.3 ±10.1 ±12.0 ±13.4 ±14.5 ±15.4 ±16.0 ±16.4 ±16.7 ±16.8 

 

 

４．報告書の見方 

 

（１）図表のＮ（Number of case）は、設問に対する回答者数のことである。 

（２）回答比率（％）は回答者数（Ｎ）を100％として算出し、小数点以下第２位を四

捨五入して表示した。四捨五入の結果、内訳の合計が計に一致しないことがあ

る。また、一人の対象者に複数の回答を求める設問では、回答比率（％）の計

は100.0％を超える。 

（３）図表中の「ＭＡ％」（Multiple Answerの略）や「３ＬＡ％」（3 Limited Answer

の略）という表示は、複数回答形式の設問（回答選択肢の中から「あてはまる

ものすべてに○」や「あてはまるもの３つまでに○」を選択する形式の設問）

である。 

（４）設問によっては長文の項目が含まれるため、30文字以内にまとめて表記した。 

（５）本文中にある前回調査とは「平成23年度調査」を指しており、平成26年内閣府

世論調査は「女性の活躍推進に関する世論調査」、平成28年内閣府世論調査は

「男女共同参画に関する世論調査」を指している。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．調査結果の要約 
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１．回収率及び回答者の属性について 

平成11（1999）年に「男女共同参画社会法」が制定されてからすでに15年以上が経

過しています。川西市においても、平成５年に「川西市女性プラン」が策定されて以

来、男女共同参画社会の実現に向けた様々な取り組みが推進されており、引き続きこ

れらの取り組みを進めるにあたって男女共同参画についての市民の実態や考えを把握

するために、市民意識調査を実施しました。 

今回調査の回収率は43.9％で、前回調査（平成23年度）より7.5ポイント低くなっ

ています。 

標本は、母集団を代表する形で抽出されていますが、回答数は年齢の高い人が多い

ことから、その点を考慮して調査結果をみていく必要があります。 

そのほかの属性について、性別は女性が６割近くに対して男性が４割、男女ともに

既婚者が７割程度、家族構成は親と子の２世代世帯、夫婦のみの１世代世帯が全体の

８割以上を占めています。 

 

 

２．男女平等について 

川西市における男女の地位についての平等感（問１）は、多くの項目において女性

は男性に比べて低くなっており、「家庭生活」や「地域活動の場」、「社会通念・習

慣・しきたり」、「政治・経済活動への参加」では10ポイント前後の差があり、特に

「法律や制度上」では18.6ポイント低くなっています。 

一方、ジェンダー問題や男女共同参画を学んだり、教えられたりしたこと（問３）

について、学んだことが「ある」人は、男女とも前回調査に比べ減少していますが、

年代別でみると、16～19歳・20歳代の男女とも学んだことがある人は多くなっており、

「新聞やテレビなどマス・メディア」を通じて学ぶ機会が多くなっています。また、

「職場」も次いで多くなっていますが、女性に比べ男性のほうが17.3ポイント高く

なっています。 

子育てにおいては「夫も妻も等分に関わるのがよい」（問７③）と肯定する人が男

女とも８割台を占めています。また、育児休業の取得について（問14）依然として妻

が取るのがよいとの考え方が多くなっていますが、「夫も妻も同じように取るのがよ

い」と思う人が男女とも４割台を占めており、男性では前回調査より7.5ポイント増

加しています。 

介護の経験（問８）では、依然として女性の経験者のほうが多く、50歳以降になる

と４～５割台を占めますが、男性の経験者は前回調査に比べ9.4ポイント増加してお

り、今回調査では50～70歳代で４割前後となっています。また、男女ともに、介護の

相手（問９）は「親」に続いて「配偶者の親」が多くなっています。しかし、介護方

法（問10）は、前回調査に比べて、男女ともに「主に自分一人で介護している」が増

加し、「主に自分が介護しているが、配偶者、子どもなどの協力がある」は減少して

います。 

一方、職場が働きにくいと感じる女性（問12）が60.5％を占めており、雇用の創出
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や労働条件の改善、保育・介護施設の充実が求められています（問13）。 

 

 

３．性別役割分担意識について 

性別役割分担意識（問５⑤）は、前回調査（平成23年度）と比べて男女とも10ポイ

ント以上の減少ですが、男女差は僅かに増加しています。 

子育ての考え方（問７⑦）では、「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるの

がよい」と思う人は、女性が37.7％に対し、男性は60.4％と多くなっていますが、男

性は若い年代で「そう思わない」と考える傾向が多くなっています。 

地域活動においても参加する活動に性差がみられ、特に「ＰＴＡ活動」は女性のほ

うが9.6ポイント高くなっています（問18）。また、地域活動の状況（問19）として、

女性は「お茶入れや食事の準備など」の裏方的な役割を担うなど、性差による役割が

みられます。 

 

 

４．家庭と仕事について 

結婚・離婚の考え方について、「結婚しても相手に満足できない場合は離婚すれば

よい」（問５②）と思う人は、女性が56.0％を占めており、男性も45.0％と多く、前

回調査に比べ男女とも増加しています。 

ワーク・ライフ・バランスの実現について、現実（問16）では、女性は「家庭生活

を優先」している人の割合が高く、男性は「仕事を優先」「家庭生活を優先」「仕事と

家庭生活をともに優先」している人が同水準となっています。しかし、希望（問17）

としては、現実と比較すると、男女とも「仕事を優先」したい割合が低下しており、

「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」したい割合が高く、ワーク・ラ

イフ・バランスの実現を希望する人が増えています。 

女性の働き方（問11）では、前回調査に比べ、男女とも「結婚や出産までは仕事を

もつ方がよい」は減少し、女性は「子どもができても育児休業をとる等し仕事はずっ

と続ける方がよい」、男性は「結婚や出産で退職・一時離職し子育て後に再び仕事を

もつ方がよい」の増加が目立っています。 

 

 

５．性と人権について 

自分やまわりの人がセクシュアル・ハラスメントの被害にあった割合（問22）は、

女性が27.6％、男性は20.5％となっています。また、セクシュアル・ハラスメントや

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を男女互いの性に対する人権侵害と思う人

（問21）は、男女とも約９割を占めています。 

ＤＶ被害の経験がある人（問25）は、女性で9.5％となっており、30歳代が17.5％

と他の年代に比べ高くなっています。ＤＶ被害のある女性のうち、相談をした女性が
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34.7％に対し、一方の相談していない女性は63.3％を占めています（問27）。相談し

なかった理由（問29）として「自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていけると

思ったから」が48.4％で最も多くなっています。 

性教育の考え（問33）について、男女とも「学校で教師が子どもの成長に応じて必

要な事を教えていくのがよい」が最も多く、次いで「家庭で家族が子どもの成長に応

じて必要な事を教えていくのがよい」となっていますが、両項目とも女性は６割台に

対し、男性は５割台で、女性のほうが高くなっています。 

 

 

６．男女共同参画施策の周知について 

男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」の認知度（問２）は、男女ともに、

「マタニティ・ハラスメント」や「セクシュアル・マイノリティ」、「育児・介護休業

法」は高くなっているが、「第３次川西市男女共同参画プラン」や「川西市男女共同

参画推進条例」、「女性活躍推進法」、「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」、

「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康の増進と権利の擁護）」

の認知度は低くなっています。 

川西市男女共同参画センターの利用有無（問34）について、「利用したことがある」

人は、女性が6.6％、男性は2.0％となっており、「知らない」が女性で49.4％、男性

で67.0％と高くなっています。 

また、川西市男女共同参画センターに望むこと（問35）について、女性は「女性の

悩みごと相談などの相談事業の充実」と「セクハラ・ＤＶ被害者への相談・支援」が

４割台で多くなっており、男性では「セクハラ・ＤＶ被害者への相談・支援」や「自

主的な活動への助成・支援」、「男女共同参画に関する図書や情報の収集・提供」、「就

労を支援する講座の充実」が３割台で多くなっています。 

 

 

７．女性の活躍推進について 

女性のリーダーを増やす際に障がいとなるもの（問37）については、「上司・同

僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと」や「保育・介護・家事

等における夫等の家族の支援が十分ではないこと」、「保育・介護の支援などの公的

サービスが十分ではないこと」が男性より女性のほうで10ポイント以上高くなってい

ます。また、「女性自身がリーダーになることを希望しないこと」では、内閣府世論

調査と比較すると、男性は17.5ポイント高くなっています。 

女性のリーダーが増えた際の影響（問38）については、男女ともに「男女を問わず

優秀な人材が活躍できるようになる」や「多様な視点が加わる事で新たな価値や商

品・サービスが創造される」が多くなっています。また、内閣府世論調査と比較する

と、男女とも「男女を問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる」が10ポイ

ント程度高くなっており、男性では「男性の家事・育児などへの参加が増える」が

11.7ポイント高くなっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.アンケート結果 
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１．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★回答者の性別では、「女性」が58.5％、「男性」が40.0％、「その他」は0.1％となっ

ている。 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★回答者の年齢では、女性は「60歳代」が21.8％で最も多く、次いで「40歳代」が

18.5％、「70歳代」が17.7％となっている。一方、男性は「70歳代」が24.5％で最も

多く、次いで「60歳代」が20.8％、「40歳代」が16.0％となっている。  

データを解釈するうえでの留意点 

本調査の回答者集団は、本市の母集団に比べて、男女ともに50歳以上の年齢層が多く、その

結果、全年齢層を合わせた市全体の回答は、男女ともに50歳以上の意識がより多く反映されて

いる。前回調査の結果と比較している設問についても、前回調査に比べてより高い年齢層の意

識が多く反映されている。 

このことから本調査結果については、以上の点を考慮のうえ、解釈することが必要である。 

女性(N=514)

58.5 

男性(N=351)

40.0 

その他(N=1)

0.1 

無回答(N=12)

1.4 

全体(N=878)

1.9 

5.4 

12.3 

18.5 

14.8 

21.8 

17.7 

7.6 

0.0 

0 10 20 30 40

16～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

(%)

女性(N=514)

3.4 

6.3 

6.0 

16.0 

13.4 

20.8 

24.5 

9.7 

0.0 

0 10 20 30 40

16～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

(%)

男性(N=351)
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（３）結婚の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★回答者の結婚の有無について、男女とも「結婚している」が７割台を占めており、

「結婚していない」では女性が13.8％、男性は19.7％となっている。 

 

 

（４）家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★回答者の家族構成では、男女とも「２世代世帯（親と子）」が５割前後を占めて最

も多くなっている。これに次いで「１世代世帯（夫婦のみ）」が多く、女性29.4％、

男性36.2％で、男性のほうが6.8ポイント高くなっている。「単身世帯（一人暮らし）」

では、女性9.3％、男性8.0％で、僅かに女性のほうが高くなっている。 

 

 

 

  

70.0 

70.2 

71.8 

0.5 

0.6 

0.3 

8.8 

10.9 

6.0 

3.1 

3.7 

2.3 

16.1 

13.8 

19.7 

0.5 

0.8 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

全体(N=878)

女性(N=514)

男性(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

結婚している

結婚していないがパートナーと暮らしている

結婚していたが死別した

結婚していたが離別した

結婚していない

その他

無回答

8.7 

9.3 

8.0 

31.9 

29.4 

36.2 

50.7 

53.3 

48.4 

4.3 

4.5 

4.3 

2.6 

2.5 

2.8 

1.8 

1.0 

0.3 

全体(N=878)

女性(N=514)

男性(N=351)

(%)
0 20 40 60 80 100

単身世帯（一人暮らし）

１世代世帯（夫婦のみ） ２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫等） その他

無回答
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（５）就労状況 

①仕事の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★回答者の仕事の有無について、「仕事をしている」人は48.7％で、性別では女性

43.6％、男性57.8％となっている。年代別でみると、「仕事をしている」女性は、20

歳代が75.0％で最も高く、次いで40歳代で73.7％、30歳代で60.3％となっている。

「仕事をしている」男性は、30～50歳代が８割以上を占めており、20歳代が68.2％、

60歳代が60.3％となっている。また、20歳代では、男性（68.2％）より女性（75.0％）

のほうが高くなっている。 

 

【就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 16～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 

全体(N=878) 22件 50件 84件 152件 124件 185件 178件 73件 

女性(N=514) 10件 28件 63件 95件 76件 112件 91件 39件 

男性(N=351) 12件 22件 21件 56件 47件 73件 86件 34件 

  

48.7 

43.6 

57.8 

49.8 

55.8 

42.2 

1.5 

0.6 

0.0 

全体(N=878)

女性(N=514)

男性(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

仕事をしている 仕事をしていない 無回答

22.7

72.0
70.2

82.2

69.4

47.0

15.7
2.7

30.0

75.0

60.3

73.7

57.9

38.4

5.5 0.0

16.7

68.2

100.0
96.4

89.4

60.3

26.7

5.9

0

20

40

60

80

100

16～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

(%)

「仕事をしている」割合（全体）

「仕事をしている」女性の割合

「仕事をしている」男性の割合
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②仕事の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★仕事をしている人に、仕事の内容をたずねると、女性は「臨時雇用・パート・アル

バイト」が48.7％、男性は「正社員」が53.2％で、それぞれ最も多くなっている。ま

た、女性が男性に比べて多い仕事は「家業手伝い（農林漁業を含む）」や「公務員

（私立学校教師含む）」、「臨時雇用・パート・アルバイト」、「派遣社員」となってい

る。  

4.5 

3.1 

1.8 

0.4 

7.6 

26.3 

48.7 

2.7 

3.6 

1.3 

12.3 

0.5 

3.9 

0.0 

5.9 

53.2 

18.7 

1.5 

3.9 

0.0 

0 20 40 60

営業主・会社経営

家業手伝い（農林漁業を含む）

自由業者（弁護士・開業医・個
人教師等）

内職（在宅で受託）

公務員等（私立学校教師含む）

正社員

臨時雇用・パート・アルバイト

派遣社員

その他

無回答

(%)

女性(N=224) 男性(N=203)
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③仕事をしていない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★仕事をしていないと回答した人に、その理由をたずねると、男女とも「定年・高齢

のため」が最も多く、女性53.0％、男性75.0％と、男性のほうが22.0ポイント高い。

これに次いで、女性では「家事・育児・介護に専念したいから」が8.0％、「家事・育

児・介護を担わざるを得ないから」が7.7％と多くなっている。 

 

 

  

3.5 

8.0 

7.7 

3.1 

4.2 

3.5 

0.7 

53.0 

6.6 

3.1 

0.3 

4.9 

1.4 

9.5 

1.4 

1.4 

0.7 

2.7 

0.7 

0.0 

75.0 

2.7 

1.4 

0.7 

3.4 

0.7 

0 20 40 60 80 100

学校に通っているから

家事・育児・介護に専念したいから

家事・育児・介護を担わざるを得ないから

経済的に必要としないから

求めているが希望する仕事がないから

希望する就労時間に合わないから

リストラにあったから

定年・高齢のため

健康や体力に自信がないから

趣味やボランティア等の活動をしているから

仕事を持たないほうが、自由に生きられるから

その他

無回答

(%)

女性(N=287) 男性(N=148)
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【女性の就労状況（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★就労している女性について前回調査と比較すると、20歳代は13.2ポイント、30歳代

は11.5ポイント増加しているが、50歳代は18.2ポイント減少している。 

結婚や出産、子育て期に就労を中断することにより、30歳代を底とする「Ｍ字カー

ブ」を描く傾向は続いているものの、以前に比べてカーブの形状は緩やかになってい

る。 

【30歳代 女性の「仕事をしていない」理由（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※30歳代 女性の回答項目のみを表示 

 

★30歳代の女性で仕事をしていない理由をみると、「家事・育児・介護に専念したい

から」と「家事・育児・介護を担わざるを得ないから」がともに37.5％で最も多く

なっている。 

  

4.2 

37.5 

37.5 

4.2 

4.2 

8.3 

4.2 

0.0 

0 20 40 60

学校に通っているから

家事・育児・介護に専念したいから

家事・育児・介護を担わざるを得ないから

経済的に必要としないから

求めているが希望する仕事がないから

希望する就労時間に合わないから

その他

無回答

(%)
30歳代 女性(N=24)

21.4

61.8

48.8

71.6

76.1

22.3

2.2
2.6

30.0

75.0

60.3

73.7

57.9
38.4

5.5

0.00

20

40

60

80

100

16～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

(%)

前回調査 就労 女性(N=599)

今回調査 就労 女性(N=514)
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（６）配偶者・パートナーの仕事の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★結婚している、またはパートナーと暮らしている人に、配偶者・パートナーの仕事

の有無についてたずねると、「仕事をしている」は、女性の配偶者・パートナーが

60.4％、男性の配偶者・パートナーは36.4％となっている。 

年代別でみると、女性の60歳以降では「仕事をしていない」配偶者・パートナーが

５割以上になる。一方、男性の50歳代では「仕事をしている」配偶者・パートナーが

73.7％と他の年代に比べ高くなっている。 

  

女 性 

男 性 

60.4 

0.0 

100.0 

100.0 

88.2 

80.3 

44.0 

16.7 

0.0 

35.7 

0.0 

0.0 

0.0 

3.9 

16.4 

53.8 

81.8 

82.4 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

7.9 

3.3 

2.2 

1.5 

17.6 

全 体 (N=364)

16～19歳 (N=0)

20歳代 (N=7)

30歳代 (N=46)

40歳代 (N=76)

50歳代 (N=61)

60歳代 (N=91)

70歳代 (N=66)

80歳以上(N=17)

(%)

0 20 40 60 80 100

仕事をしている 仕事をしていない 無回答

36.4 

0.0 

50.0 

50.0 

55.6 

73.7 

44.4 

11.1 

0.0 

58.5 

0.0 

50.0 

50.0 

38.9 

23.7 

52.4 

83.3 

85.7 

5.1 

0.0 

0.0 

0.0 

5.6 

2.6 

3.2 

5.6 

14.3 

全 体 (N=253)

16～19歳 (N=0)

20歳代 (N=2)

30歳代 (N=14)

40歳代 (N=36)

50歳代 (N=38)

60歳代 (N=63)

70歳代 (N=72)

80歳以上(N=28)

(%)

0 20 40 60 80 100

仕事をしている 仕事をしていない 無回答
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【本人が就労している男女の配偶者・パートナーの就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

★就労している本人に対して、配偶者・パートナーの就労状況をみると、共働きとな

る割合は、女性が81.6％、男性は56.8％となっている。 

 

 

【本人が就労していない男女の配偶者・パートナーの就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★就労していない本人に対して、配偶者・パートナーの就労状況をみると、「配偶者

やパートナーが仕事をしている」割合は、女性が45.0％、男性は7.6％となっている。 

 

 

 

 

 

  

45.0 

7.6 

52.1 

84.8 

2.8 

7.6 

女性(N=211)

男性(N=105)

(%)

0 20 40 60 80 100

配偶者やパートナーが仕事をしている

配偶者やパートナーが仕事をしていない

無回答

81.6 

56.8 

13.2 

39.9 

5.3 

3.4 

女性(N=152)

男性(N=148)

(%)

0 20 40 60 80 100

配偶者やパートナーが仕事をしている

配偶者やパートナーが仕事をしていない

無回答

就労 

未就労 



 

- 17 - 

２．男女共同参画について 

（１）男女の地位が平等と思うもの 

問１ あなたは、どのようなときに男女の地位が平等になっていると思いますか。 

（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★男女の地位が平等と思うものについて、女性は「学校生活」（47.9％）、男性は「法

律や制度上」（45.6％）が最も多くなっている。また、女性は男性に比べて「学校生

活」以外の項目が低くなっており、なかでも「法律や制度上」は18.6ポイント低い。 

前回調査と比較すると、女性は「学校生活」で5.7ポイント、男性は「社会通念・

習慣・しきたり」で5.8ポイント増加している。しかし、男性では「家庭生活」で8.3

ポイント減少している。 

 

 

26.5 

42.2 

8.2 

27.5 

25.2 

5.8 

17.0 

7.0 

15.7 

24.1 

47.9 

10.1 

25.7 

27.0 

5.3 

19.1 

5.1 

13.2 

0204060

(MA%)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

42.8 

45.3 

15.4 

35.6 

48.8 

8.2 

35.8 

11.2 

6.7 

34.5 

45.0 

16.2 

36.5 

45.6 

14.0 

31.6 

11.1 

6.8 

0 20 40 60

家庭生活

学校生活

雇用の機会や職場での賃金・待遇

地域活動の場

法律や制度上

社会通念・習慣・しきたり

政治・経済活動への参加

社会全体

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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（２）男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」の認知度 

問２ 次の「ことがら」や「ことば」を見たり聞いたりしたことがありますか。 

（①～⑧のそれぞれについて、１～３の中であてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」についての認知度は、「よく知っ

ている」が、『⑧マタニティ・ハラスメント』で43.1％と最も高く、次いで『⑦セク

シュアル・マイノリティ』で21.9％、『③育児・介護休業法』で19.6％となっている。 

女性の認知度は、「よく知っている」が、『⑧マタニティ・ハラスメント』で46.7％

と最も高く、次いで『⑦セクシュアル・マイノリティ』で23.0％、『③育児・介護休

0.9 

1.1 

19.6 

4.7 

1.7 

1.3 

21.9 

43.1 

19.8 

22.7 

54.8 

34.6 

15.3 

8.4 

46.9 

47.5 

76.3 

72.3 

22.4 

56.4 

78.8 

86.6 

28.1 

7.3 

3.0 

3.9 

3.2 

4.3 

4.2 

3.8 

3.1 

2.2 

①第３次川西市男女共同参画プラン

（2013年策定）

②川西市男女共同参画推進条例

（2015年制定）

③育児・介護休業法

（1992年施行）

④女性活躍推進法

（2016年施行）

⑤ポジティブ・アクション（積極的改
善措置）

⑥リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康の増進と権

利の擁護）

⑦セクシュアル・マイノリティ（性的

少数者）

⑧マタニティ・ハラスメント（マタハ
ラ）

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答
全体(N=878)

1.0 

0.6 

20.0 

3.9 

1.4 

1.2 

23.0 

46.7 

20.8 

24.5 

54.7 

31.7 

15.4 

8.6 

46.5 

43.8 

74.5 

70.0 

21.6 

59.3 

78.6 

85.8 

27.0 

7.2 

3.7 

4.9 

3.7 

5.1 

4.7 

4.5 

3.5 

2.3 

①第３次川西市男女共同参画プラン
（2013年策定）

②川西市男女共同参画推進条例
（2015年制定）

③育児・介護休業法
（1992年施行）

④女性活躍推進法
（2016年施行）

⑤ポジティブ・アクション（積極的改
善措置）

⑥リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康の増進と権

利の擁護）

⑦セクシュアル・マイノリティ（性的
少数者）

⑧マタニティ・ハラスメント（マタハ
ラ）

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答
女性(N=514)
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業法』で20.0％となっている。しかし、これら以外の項目では「知らない」が過半数

を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」について、男性の認知度は、「よ

く知っている」が、『⑧マタニティ・ハラスメント』で38.2％と最も高く、次いで

『⑦セクシュアル・マイノリティ』で20.8％、『③育児・介護休業法』で19.4％と

なっている。しかし、これら以外の項目では、女性と同様に「知らない」が過半数を

占めている。 

 

【①第３次川西市男女共同参画プランの認知度（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『①第３次川西市男女共同参画プラン』の認知度について、前回調査と比較すると、

男女とも「よく知っている」は１ポイント程度、「聞いたことがある」は９ポイント

前後減少しており、認知度の低下がうかがえる。 

0.6 

2.0 

19.4 

6.0 

2.3 

1.4 

20.8 

38.2 

18.2 

19.4 

55.3 

38.7 

14.8 

8.0 

46.7 

52.4 

79.5 

76.1 

23.4 

52.4 

79.8 

88.3 

30.5 

7.7 

1.7 

2.6 

2.0 

2.8 

3.1 

2.3 

2.0 

1.7 

①第３次川西市男女共同参画プラン
（2013年策定）

②川西市男女共同参画推進条例
（2015年制定）

③育児・介護休業法
（1992年施行）

④女性活躍推進法
（2016年施行）

⑤ポジティブ・アクション（積極的改

善措置）

⑥リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康の増進と権

利の擁護）

⑦セクシュアル・マイノリティ（性的
少数者）

⑧マタニティ・ハラスメント（マタハ
ラ）

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答
男性(N=351)

2.5 

1.0 

30.1 

20.8 

62.6 

74.5 

4.8 

3.7 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

1.7 

0.6 

26.9 

18.2 

65.4 

79.5 

6.0 

1.7 

前回調査

(N=402)

今回調査

(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

女 性 

男 性 
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【③育児・介護休業法の認知度（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『③育児・介護休業法』の認知度について、前回調査と比較すると、男女とも「聞

いたことがある」は増加しているが、「よく知っている」は女性で5.0ポイント、男性

で8.7ポイント減少している。 

 

 

【⑤ポジティブ・アクション（積極的改善措置）の認知度（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑤ポジティブ・アクション（積極的改善措置）』の認知度について、前回調査と

比較すると、男女ともに大きな増減はみられず、前回調査と同様「知らない」は７割

台を占めている。 

25.0 

20.0 

52.6 

54.7 

17.2 

21.6 

5.2 

3.7 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

28.1 

19.4 

47.5 

55.3 

18.2 

23.4 

6.2 

2.0 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

女 性 

男 性 

2.0 

1.4 

16.2 

15.4 

75.1 

78.6 

6.7 

4.7 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

4.2 

2.3 

14.7 

14.8 

73.9 

79.8 

7.2 

3.1 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)
0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

女 性 

男 性 
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（３）ジェンダー問題や男女共同参画を学んだことの有無 

問３ あなたは、ジェンダー問題や男女共同参画がどういうものなのかを学んだり、教

えられたりしたことがありますか。（どちらか１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ジェンダー問題や男女共同参画を学んだことがある人について、女性22.8％、男性

21.7％となっている。年代別でみると、学んだことがある人は、男女とも16～19歳及

び20歳代が高くなっているが、女性は年代が上がるほど低下傾向にあり、男性の30歳

以降は２割前後を占めるが、60歳代男性は9.6％と他の年代に比べ低くなっている。 

  

女 性 

男 性 

22.8 

60.0 

50.0 

31.7 

26.3 

19.7 

18.8 

13.2 

10.3 

75.9 

40.0 

50.0 

66.7 

73.7 

80.3 

80.4 

85.7 

79.5 

1.4 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

0.0 

0.9 

1.1 

10.3 

全 体 (N=514)

16～19歳(N=10)

20歳代 (N=28)

30歳代 (N=63)

40歳代 (N=95)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=112)

70歳代 (N=91)

80歳以上(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答

21.7 

58.3 

54.5 

23.8 

21.4 

21.3 

9.6 

18.6 

20.6 

77.5 

41.7 

40.9 

76.2 

78.6 

78.7 

89.0 

81.4 

76.5 

0.9 

0.0 

4.5 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

2.9 

全 体 (N=351)

16～19歳(N=12)

20歳代 (N=22)

30歳代 (N=21)

40歳代 (N=56)

50歳代 (N=47)

60歳代 (N=73)

70歳代 (N=86)

80歳以上(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答
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【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、学んだことがある人は、女性で6.1ポイント、男性で9.4ポ

イント減少している。 

 

 

 

28.9 

22.8 

70.3 

75.9 

0.8 

1.4 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答

31.1 

21.7 

67.7 

77.5 

1.2 

0.9 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答

女 性 

男 性 
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（４）学んだ機会 

〔問３で「１．ある」と答えた方におたずねします。〕 

問４ それはどこですか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ジェンダー問題や男女共同参画を学んだことがある人に、その機会をたずねると、

男女とも「新聞やテレビなどマス・メディアで」が５割台で最も多く、これに次いで

「職場で」が多くなっているが、女性27.4％に対し、男性44.7％で、男性のほうが

17.3ポイント高くなっている。 

前回調査と比較すると、男女ともに「小学校で」と「中学校で」が減少しており、

女性は６ポイント程度、男性は10ポイント前後下がっている。 

2.9 

14.5 

19.1 

14.5 

20.8 

23.1 

8.7 

43.4 

2.9 

8.1 

9.8 

3.5 

8.1 

0.0 

2.6 

8.5 

13.7 

12.0 

22.2 

27.4 

7.7 

51.3 

1.7 

7.7 

9.4 

3.4 

4.3 

0.9 

0204060
(MA%)

前回調査 女性(N=173)

今回調査 女性(N=117)

9.6 

13.6 

24.8 

18.4 

11.2 

46.4 

4.8 

50.4 

4.0 

6.4 

1.6 

4.8 

4.8 

0.0 

3.9 

5.3 

14.5 

15.8 

13.2 

44.7 

1.3 

51.3 

1.3 

5.3 

2.6 

2.6 

1.3 

0.0 

0 20 40 60

家庭で

小学校で

中学校で

高等学校で

大学で

職場で

自主的な学習グループで

新聞やテレビなど

マス・メディアで

民間のカルチャーセンターで

公民館などの講座で

川西市男女共同参画センターが

主催する講座で

県や他市の男女共同参画（女性）
センターなどが主催する講座で

その他

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=125)

今回調査 男性(N=76)
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３．結婚と家庭生活について 

（１）結婚・離婚・家庭の考え方 

問５ あなたは結婚・離婚・家庭についてどう思いますか。 

（①～⑤のそれぞれについて、１か２に○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★結婚・離婚・家庭の考え方について、「そう思う」を性別でみると、『①人間の幸福

は結婚にあるのだから結婚した方がよい』は女性が26.5％に対し、男性は48.7％で、

女性のほうが22.2ポイント低い。『②結婚しても相手に満足できない場合は離婚すれ

ばよい』は女性56.0％、男性45.0％を占め、女性のほうが11.0ポイント高い。『③結

婚しても夫婦別姓の方がよい』は女性が14.8％、男性は10.0％で、女性のほうが4.8

ポイント高い。『④入籍せずパートナーとして暮らすのがよい』は男女とも１割前後

で大きな差はみられない。『⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るの

がよい』では女性は21.8％だが、男性は31.9％で女性より10.1ポイント高くなってい

る。 

  

21.8 

31.9 

75.5 

64.4 

2.7 

3.7 

女性

男性

(%)

0 20 40 60 80 100

⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・

育児など家庭を守るのがよい

14.8 

10.0 

80.5 

86.9 

4.7 

3.1 

女性

男性

③結婚しても夫婦別姓の方がよい

8.9 

10.0 

86.0 

86.9 

5.1 

3.1 

女性

男性

④入籍せずパートナーとして暮ら

すのがよい

56.0 

45.0 

41.8 

51.6 

2.1 

3.4 

女性

男性

②結婚しても相手に満足できない

場合は離婚すればよい

26.5 

48.7 

71.0 

49.3 

2.5 

2.0 

女性

男性

そう思う そう思わない 無回答

①人間の幸福は結婚にあるのだか

ら結婚した方がよい

女性(N=514)

男性(N=351)
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【①人間の幸福は結婚にあるのだから結婚した方がよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『①人間の幸福は結婚にあるのだから結婚した方がよい』について「そう思う」人

は、女性では70歳代が40.7％で最も高く、次いで80歳以上が35.9％となっているが、

30歳代は12.7％と他の年代に比べ低くなっている。一方、男性では年代が上がるほど

上昇傾向にあり、30～50歳代は３割前後、60歳以降になると５割以上を占める。また、

結婚した方がよいと思う人は、16～19歳及び20歳代では男性より女性のほうが高く

なっているが、30歳以降になると男性のほうが高い傾向にある。 

 

【①人間の幸福は結婚にあるのだから結婚した方がよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『①人間の幸福は結婚にあるのだから結婚した方がよい』について、前回調査と比

較すると、「そう思う」人は、男女ともに６ポイント減少している。 

 

 

  

女 性 男 性 

女 性 男 性 

33.4 

26.5 

62.4 

71.0 

4.2 

2.5 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

55.0 

48.7 

41.8 

49.3 

3.2 

2.0 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

26.5 

30.0 

28.6 

12.7 

25.3 

18.4 

25.0 

40.7 

35.9 

71.0 

70.0 

71.4 

85.7 

72.6 

78.9 

74.1 

57.1 

51.3 

2.5 

0.0 

0.0 

1.6 

2.1 

2.6 

0.9 

2.2 

12.8 

全 体
(N=514)

16～19歳

(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代

(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代

(N=112)

70歳代
(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

48.7 

25.0 

22.7 

28.6 

30.4 

34.0 

54.8 

68.6 

73.5 

49.3 

75.0 

77.3 

71.4 

67.9 

66.0 

41.1 

30.2 

20.6 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

4.1 

1.2 

5.9 

全 体
(N=351)

16～19歳
(N=12)

20歳代

(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代
(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代
(N=73)

70歳代
(N=86)

80歳以上

(N=34)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答
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【②結婚しても相手に満足できない場合は離婚すればよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『②結婚しても相手に満足できない場合は離婚すればよい』について「そう思う」

人は、女性では60歳代までは過半数を占めており、70歳以降になると４割台に低下し

ている。一方、男性の「そう思う」人は、16～19歳及び20歳代・40～50歳代で約６割

を占めるが、30歳代は「そう思う」と「そう思わない」がともに47.6％と同率となっ

ており、60歳以降になると４割以下に低下している。 

 

【②結婚しても相手に満足できない場合は離婚すればよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『②結婚しても相手に満足できない場合は離婚すればよい』について、前回調査と

比較すると、「そう思う」人は、女性で7.6ポイント、男性で3.0ポイント増加してい

る。 

 

  

女 性 男 性 

女 性 男 性 

48.4 

56.0 

45.9 

41.8 

5.7 

2.1 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

42.0 

45.0 

53.7 

51.6 

4.2 

3.4 

前回調査

(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

56.0 

70.0 

60.7 

69.8 

65.3 

57.9 

52.7 

42.9 

41.0 

41.8 

30.0 

39.3 

30.2 

31.6 

40.8 

46.4 

56.0 

46.2 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

3.2 

1.3 

0.9 

1.1 

12.8 

全 体
(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代
(N=28)

30歳代
(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代
(N=76)

60歳代
(N=112)

70歳代
(N=91)

80歳以上
(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

45.0 

58.3 

59.1 

47.6 

57.1 

57.4 

39.7 

34.9 

29.4 

51.6 

41.7 

40.9 

47.6 

41.1 

42.6 

54.8 

59.3 

67.6 

3.4 

0.0 

0.0 

4.8 

1.8 

0.0 

5.5 

5.8 

2.9 

全 体
(N=351)

16～19歳
(N=12)

20歳代
(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代
(N=56)

50歳代
(N=47)

60歳代
(N=73)

70歳代
(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答
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【③結婚しても夫婦別姓の方がよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『③結婚しても夫婦別姓の方がよい』について「そう思う」人は、女性では40歳代

が21.1％で最も高く、次いで50歳代が17.1％、60歳代が16.1％となっている。一方、

男性は20歳代が31.8％と高く、次いで16～19歳が16.7％、60歳代が11.0％となってい

る。また、夫婦別姓の方がよいと思う人は、16～19歳及び20歳代は男性のほうが高く

なっているが、30歳以降になると女性のほうが高い傾向にある。 

 

【③結婚しても夫婦別姓の方がよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『③結婚しても夫婦別姓の方がよい』について、前回調査と比較すると、「そう思

う」人は、女性で4.1ポイント、男性で3.0％ポイント増加している。 

 

  

10.7 

14.8 

82.6 

80.5 

6.7 

4.7 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

7.0 

10.0 

87.8 

86.9 

5.2 

3.1 

前回調査
(N=402)

今回調査

(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

女 性 男 性 

女 性 男 性 

14.8 

0.0 

10.7 

12.7 

21.1 

17.1 

16.1 

9.9 

12.8 

80.5 

100.0 

85.7 

85.7 

73.7 

72.4 

82.1 

86.8 

76.9 

4.7 

0.0 

3.6 

1.6 

5.3 

10.5 

1.8 

3.3 

10.3 

全 体

(N=514)

16～19歳

(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代

(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代

(N=112)

70歳代

(N=91)

80歳以上
(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

10.0 

16.7 

31.8 

9.5 

5.4 

10.6 

11.0 

7.0 

5.9 

86.9 

83.3 

68.2 

85.7 

92.9 

89.4 

82.2 

88.4 

94.1 

3.1 

0.0 

0.0 

4.8 

1.8 

0.0 

6.8 

4.7 

0.0 

全 体
(N=351)

16～19歳
(N=12)

20歳代
(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代
(N=56)

50歳代
(N=47)

60歳代
(N=73)

70歳代
(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答
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【③結婚しても夫婦別姓の方がよい「そう思う」「そう思わない」（仕事の内容別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『③結婚しても夫婦別姓の方がよい』について、仕事の内容別にみると、「そう思

わない」人では、女性は「臨時雇用・パート・アルバイト」（48.8％）、男性は「正社

員」（54.3％）が最も多くなっており、「営業主・会社経営」では女性1.2％に対し、

男性12.0％で、男性のほうが10.8ポイント高くなっている。 

一方の「そう思う」人でも、女性は「臨時雇用・パート・アルバイト」（45.0％）、

男性は「正社員」（45.5％）が最も多くなっている。これに次いで女性は「営業主・

会社経営」（17.5％）、「公務員等（私立学校教師含む）」（12.5％）と続いており、「公

務員等（私立学校教師含む）」では男性（4.5％）に比べ8.0ポイント高くなっている。 

 

 

  

1.2 

3.5 

1.7 

0.6 

6.4 

30.2 

48.8 

2.9 

3.5 

1.2 

12.0 

0.6 

4.6 

0.0 

6.3 

54.3 

17.1 

1.1 

4.0 

0.0 

0204060

(%)

女性(N=172)

男性(N=175)

＜結婚しても夫婦別姓の方がよいと思わない＞

17.5 

2.5 

2.5 

0.0 

12.5 

15.0 

45.0 

2.5 

2.5 

0.0 

13.6 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

45.5 

31.8 

4.5 

0.0 

0.0 

0 20 40 60

営業主・会社経営

家業手伝い（農林漁業を含む）

自由業者（弁護士・開業医・
個人教師等）

内職（在宅で受託）

公務員等（私立学校教師含む）

正社員

臨時雇用・パート・アルバイト

派遣社員

その他

無回答

(%)

女性(N=40)

男性(N=22)

＜結婚しても夫婦別姓の方がよいと思う＞
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【④入籍せずパートナーとして暮らすのがよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『④入籍せずパートナーとして暮らすのがよい』について「そう思う」人は、女性

では30歳代が14.3％で最も高く、次いで40歳代が13.7％、50歳代が11.8％となってお

り、30～50歳代で多くなっている。一方、男性は16～19歳及び20歳代が２割台、30歳

代が19.0％となっており、30歳代までで多くなっている。 

 

【④入籍せずパートナーとして暮らすのがよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『④入籍せずパートナーとして暮らすのがよい』について、前回調査と比較すると、

女性に大きな差はみられないが、男性の「そう思う」人は4.5ポイント増加している。 

 

  

女 性 男 性 

9.0 

8.9 

83.6 

86.0 

7.3 

5.1 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

5.5 

10.0 

89.1 

86.9 

5.5 

3.1 

前回調査
(N=402)

今回調査

(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

女 性 男 性 

8.9 

0.0 

7.1 

14.3 

13.7 

11.8 

4.5 

5.5 

7.7 

86.0 

100.0 

92.9 

82.5 

80.0 

80.3 

92.9 

89.0 

82.1 

5.1 

0.0 

0.0 

3.2 

6.3 

7.9 

2.7 

5.5 

10.3 

全 体

(N=514)

16～19歳

(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代
(N=112)

70歳代

(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

10.0 

25.0 

27.3 

19.0 

10.7 

4.3 

8.2 

5.8 

8.8 

86.9 

75.0 

68.2 

76.2 

87.5 

95.7 

87.7 

89.5 

88.2 

3.1 

0.0 

4.5 

4.8 

1.8 

0.0 

4.1 

4.7 

2.9 

全 体

(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代

(N=22)

30歳代

(N=21)

40歳代

(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答
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【⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい』について「そう

思う」人は、女性の60歳代までは２割未満となっているが、70歳代は35.2％、80歳以

上は51.3％と高くなっている。男性では70歳代が44.2％、80歳以上が52.9％と高く、

男女ともに70歳以降で、夫は仕事、妻は家庭と思う人が多い傾向にある。 

 

【⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい（内閣府世論調査比較、経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい』について、内閣

府世論調査と比較すると、「そう思う」人は、女性で15.2ポイント、男性で12.8ポイ

ント低くなっている。 

前回調査と比較すると、「そう思う」人は、女性で10.4ポイント、男性で8.9ポイン

ト減少している。 

女 性 男 性 

37.0 

32.2 

21.8 

58.5 

64.6 

75.5 

4.5 

3.2 

2.7 

平成28年
内閣府世論調査

(N=1,655)

前回調査
(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答（わからない）

44.7 

40.8 

31.9 

49.4 

54.2 

64.4 

5.8 

5.0 

3.7 

平成28年
内閣府世論調査

(N=1,404)

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答（わからない）

女 性 男 性 

21.8 

10.0 

7.1 

14.3 

15.8 

14.5 

19.6 

35.2 

51.3 

75.5 

90.0 

92.9 

84.1 

78.9 

84.2 

78.6 

61.5 

43.6 

2.7 

0.0 

0.0 

1.6 

5.3 

1.3 

1.8 

3.3 

5.1 

全 体
(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代
(N=28)

30歳代
(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代
(N=76)

60歳代
(N=112)

70歳代
(N=91)

80歳以上
(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

31.9 

25.0 

22.7 

33.3 

19.6 

23.4 

26.0 

44.2 

52.9 

64.4 

75.0 

72.7 

66.7 

78.6 

74.5 

67.1 

52.3 

41.2 

3.7 

0.0 

4.5 

0.0 

1.8 

2.1 

6.8 

3.5 

5.9 

全 体
(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代

(N=22)

30歳代

(N=21)

40歳代

(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答
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（２）家庭生活の担当 

問６ あなたの家庭では、次のようなことを主に誰が担っていますか（未婚の方は親の

場合で考えてください）。 

（①～⑥のそれぞれについて、１～４の中であてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★家庭生活の担当を性別でみると、『①日常の家事』は男女とも「主として妻」が最

も多く、女性（81.5％）は男性（72.4％）より9.1ポイント高くなっており、「夫婦同

程度」は男性（18.2％）が女性（10.7％）より7.5ポイント高くなっている。『②生活

費の確保』は男女とも「主として夫」が過半数を占め、「夫婦同程度」は女性17.5％、

男性14.8％となっている。『③日常の家計管理』は男女とも「主として妻」が６割台

となっている。『④子育て』では男女とも「主として妻」が最も多く、女性が65.2％

に対し、男性は54.1％で、女性のほうが11.1ポイント高くなっている。『⑤高齢者、

病人の介護・看護』では女性は「主として妻」（42.4％）、男性は「その他」（39.6％）

が最も多くなっており、「夫婦同程度」では女性が17.9％に対し、男性は27.1％で、

男性のほうが9.2ポイント高くなっている。『⑥家庭における重要な決定』では男女と

も「夫婦同程度」が５割台で最も多く、次いで「主として夫」が３割台となっている。 

67.1 

74.6 

17.5 

14.8 

6.4 

6.0 

7.0 

3.4 

1.9 

1.1 

女性

男性

②生活費の確保

1.6 

4.6 

10.7 

18.2 

81.5 

72.4 

5.1 

3.7 

1.2 

1.1 

女性

男性

主として夫

夫婦同程度 主として妻

その他 無回答

①日常の家事（食事のしたく、

そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）

女性(N=514)

男性(N=351)

8.0 

12.8 

17.5 

18.5 

68.7 

63.2 

4.3 

3.7 

1.6 

1.7 

女性

男性

③日常の家計管理

0.0 

1.1 

20.8 

24.2 

65.2 

54.1 

8.8 

14.8 

5.3 

5.7 

女性

男性

④子育て

1.4 

3.7 

17.9 

27.1 

42.4 

23.6 

31.9 

39.6 

6.4 

6.0 

女性

男性

⑤高齢者、病人の介護・看護

30.7 

34.2 

50.8 

57.0 

10.1 

5.7 

6.0 

2.3 

2.3 

0.9 

女性

男性

(%)
0 20 40 60 80 100

⑥家庭における重要な決定
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４．子育てについて 

（１）子育ての考え方 

問７ 子育てについてあなたはどう思いますか。（①～⑦のそれぞれについて、１か２に○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★子育ての考え方について、性別でみると、『①祖父母、保育士等父母以外の多くの

人々が子育てに関わるのがよい』は男女とも「そう思う」が８割前後を占めているが、

「そう思わない」人では女性が13.6％に対し、男性は20.5％と、男性のほうが6.9ポ

イント高くなっている。『②３歳までは、母親が子育てに専念するべきである』では

男女とも「そう思う」人が多くなっているが、女性は52.3％に対し、男性は63.2％で、

女性のほうが10.9ポイント低くなっている。『③子育ては、夫も妻も等分に関わるの

がよい』や『④男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい』、『⑤男女とも、

家事・育児ができるように育てるのがよい』、『⑥個性を伸ばし、個人を尊重する育て

方がよい』では、「そう思う」人が男女とも８～９割台と高くなっているが、『⑤男女

とも、家事・育児ができるように育てるのがよい』の「そう思わない」人は、男性が

83.5 

77.5 

13.6 

20.5 

2.9 

2.0 

女性

男性

そう思う

そう思わない

無回答

①祖父母、保育士等父母以外の多

くの人々が子育てに 関わるの

がよい

女性(N=514)

男性(N=351)

84.8 

83.2 

12.6 

14.5 

2.5 

2.3 

女性

男性

③子育ては、夫も妻も等分に関わ

るのがよい

52.3 

63.2 

43.6 

35.9 

4.1 

0.9 

女性

男性

②３歳までは、母親が子育てに専

念するべきである

92.4 

92.9 

5.6 

5.4 

1.9 

1.7 

女性

男性

④男女とも、経済的自立ができる

ように育てるのがよい

93.6 

87.2 

4.3 

11.4 

2.1 

1.4 

女性

男性

⑤男女とも、家事・育児ができる

ように育てるのがよい

37.7 

60.4 

58.8 

38.2 

3.5 

1.4 

女性

男性

(%)

0 20 40 60 80 100

⑦女の子は女らしく、男の子は男

らしく育てるのがよい

89.7 

88.9 

7.2 

9.7 

3.1 

1.4 

女性

男性

⑥個性を伸ばし、個人を尊重する

育て方がよい
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11.4％と女性（4.3％）より7.1ポイント高くなっている。『⑦女の子は女らしく、男

の子は男らしく、育てるのがよい』では、女性は「そう思わない」が58.8％を占める

が、男性は「そう思う」が60.4％となっており、男女間の考え方に大きな相違がうか

がえる。 

 

【①祖父母、保育士等父母以外の多くの人々が子育てに関わるのがよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『①祖父母、保育士等父母以外の多くの人々が子育てに関わるのがよい』について

は、男女ともに「そう思う」人は、60歳代までは８～９割台を占めているが、70歳以

降になると低下傾向にある。なお、男性の「そう思わない」人では、70歳代が31.4％、

80歳以上が47.1％と高くなっている。 

 

【①祖父母、保育士等父母以外の多くの人々が子育てに関わるのがよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『①祖父母、保育士等父母以外の多くの人々が子育てに関わるのがよい』について、

前回調査と比較すると、「そう思う」人は、女性が3.2ポイント、男性が4.4ポイント

増加している。  

83.5 

80.0 

89.3 

84.1 

94.7 

82.9 

85.7 

74.7 

66.7 

13.6 

20.0 

10.7 

15.9 

5.3 

11.8 

14.3 

19.8 

17.9 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

0.0 

5.5 

15.4 

全 体
(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代
(N=28)

30歳代
(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代
(N=76)

60歳代
(N=112)

70歳代
(N=91)

80歳以上
(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

77.5 

83.3 

95.5 

85.7 

89.3 

83.0 

83.6 

64.0 

52.9 

20.5 

16.7 

4.5 

14.3 

8.9 

17.0 

13.7 

31.4 

47.1 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

2.7 

4.7 

0.0 

全 体
(N=351)

16～19歳
(N=12)

20歳代
(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代
(N=56)

50歳代
(N=47)

60歳代
(N=73)

70歳代
(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

女 性 男 性 

80.3 

83.5 

16.0 

13.6 

3.7 

2.9 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

73.1 

77.5 

23.6 

20.5 

3.2 

2.0 

前回調査

(N=402)

今回調査

(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

女 性 男 性 
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63.2 

58.3 

63.6 

52.4 

42.9 

57.4 

63.0 

77.9 

76.5 

35.9 

41.7 

36.4 

47.6 

57.1 

42.6 

34.2 

20.9 

23.5 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

1.2 

0.0 

全 体

(N=351)

16～19歳
(N=12)

20歳代

(N=22)

30歳代

(N=21)

40歳代

(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代
(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

52.3 

40.0 

32.1 

36.5 

50.5 

48.7 

53.6 

70.3 

61.5 

43.6 

60.0 

67.9 

61.9 

47.4 

47.4 

43.8 

24.2 

20.5 

4.1 

0.0 

0.0 

1.6 

2.1 

3.9 

2.7 

5.5 

17.9 

全 体
(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代
(N=28)

30歳代
(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代
(N=76)

60歳代
(N=112)

70歳代
(N=91)

80歳以上
(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

【②３歳までは、母親が子育てに専念するべきである（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『②３歳までは、母親が子育てに専念するべきである』について、女性は、30歳代

までは「そう思わない」人が６割台を占めているが、40歳以降になると「そう思う」

人のほうが多くなり、特に70歳以降は６～７割台と高くなっている。一方、男性では、

40歳代の「そう思わない」人が57.1％を占めているが、それ以外の年代では「そう思

う」人が過半数を占めている。 

 

【②３歳までは、母親が子育てに専念するべきである（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『②３歳までは、母親が子育てに専念するべきである』について、前回調査と比較

すると、「そう思う」人では、女性は7.3ポイント減少しているが、男性は4.5ポイン

ト増加している。 

 

 

  

女 性 男 性 

59.6 

52.3 

38.4 

43.6 

2.0 

4.1 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

58.7 

63.2 

38.1 

35.9 

3.2 

0.9 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

女 性 男 性 
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84.8 

70.0 

92.9 

87.3 

92.6 

84.2 

84.8 

78.0 

76.9 

12.6 

30.0 

7.1 

12.7 

6.3 

15.8 

12.5 

18.7 

7.7 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

2.7 

3.3 

15.4 

全 体
(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代

(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代

(N=112)

70歳代

(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

83.2 

91.7 

95.5 

90.5 

87.5 

85.1 

80.8 

75.6 

82.4 

14.5 

0.0 

4.5 

9.5 

12.5 

14.9 

13.7 

20.9 

17.6 

2.3 

8.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.5 

3.5 

0.0 

全 体
(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代
(N=22)

30歳代

(N=21)

40歳代

(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代
(N=86)

80歳以上

(N=34)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

【③子育ては、夫も妻も等分に関わるのがよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『③子育ては、夫も妻も等分に関わるのがよい』について、「そう思う」人が、男

女ともいずれの年代も７割以上と高くなっている。しかし、男性の年代が上がるほど

「そう思わない」人の割合が上昇傾向にある。 

 

【③子育ては、夫も妻も等分に関わるのがよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『③子育ては、夫も妻も等分に関わるのがよい』について、前回調査と比較すると、

男女とも大きな変化はみられない。 

 

 

 

  

女 性 男 性 

女 性 男 性 

86.8 

84.8 

11.0 

12.6 

2.2 

2.5 

前回調査

(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

82.6 

83.2 

14.9 

14.5 

2.5 

2.3 

前回調査
(N=402)

今回調査

(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答
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【④男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『④男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい』について、「そう思う」

人は、男女ともいずれの年代も８割以上と高くなっている。 

 

【④男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『④男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい』について、前回調査と

比較すると、女性に大きな変化はみられないが、男性の「そう思う」人が4.3ポイン

ト増加している。 

 

 

 

  

92.9 

91.7 

100.0 

100.0 

94.6 

97.9 

87.7 

90.7 

91.2 

5.4 

8.3 

0.0 

0.0 

5.4 

2.1 

9.6 

5.8 

5.9 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

3.5 

2.9 

全 体

(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代
(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代
(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上

(N=34)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う
そう思わない

無回答

92.4 

90.0 

89.3 

95.2 

94.7 

93.4 

92.0 

93.4 

82.1 

5.6 

10.0 

10.7 

4.8 

5.3 

5.3 

7.1 

3.3 

5.1 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.9 

3.3 

12.8 

全 体

(N=514)

16～19歳

(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代

(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代

(N=112)

70歳代

(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う
そう思わない

無回答

女 性 男 性 

91.8 

92.4 

6.0 

5.6 

2.2 

1.9 

前回調査

(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

88.6 

92.9 

8.0 

5.4 

3.5 

1.7 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

女 性 男 性 
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【⑤男女とも、家事・育児ができるように育てるのがよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑤男女とも、家事・育児ができるように育てるのがよい』について、「そう思う」

女性は、70歳代までが９割以上、80歳以上で71.8％となっている。一方の「そう思う」

男性は、50歳代までが９割以上、60歳以降で８割前後を占めている。 

 

【⑤男女とも、家事・育児ができるように育てるのがよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑤男女とも、家事・育児ができるように育てるのがよい』について、前回調査と

比較すると、「そう思う」人が、女性で3.4ポイント、男性で3.6ポイント増加してい

る。 

 

  

87.2 

100.0 

100.0 

100.0 

96.4 

91.5 

82.2 

77.9 

79.4 

11.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

8.5 

15.1 

19.8 

20.6 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

2.7 

2.3 

0.0 

全 体

(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代

(N=22)

30歳代

(N=21)

40歳代

(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

93.6 

100.0 

96.4 

98.4 

96.8 

94.7 

94.6 

92.3 

71.8 

4.3 

0.0 

3.6 

1.6 

2.1 

5.3 

4.5 

4.4 

12.8 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.9 

3.3 

15.4 

全 体

(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代

(N=112)

70歳代
(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

女 性 男 性 

90.2 

93.6 

7.3 

4.3 

2.5 

2.1 

前回調査

(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

83.6 

87.2 

13.4 

11.4 

3.0 

1.4 

前回調査

(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

女 性 男 性 



 

- 38 - 

89.7 

90.0 

96.4 

95.2 

90.5 

90.8 

92.9 

82.4 

79.5 

7.2 

10.0 

3.6 

3.2 

8.4 

7.9 

6.3 

11.0 

5.1 

3.1 

0.0 

0.0 

1.6 

1.1 

1.3 

0.9 

6.6 

15.4 

全 体

(N=514)

16～19歳

(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代

(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代

(N=112)

70歳代

(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

88.9 

100.0 

90.9 

90.5 

92.9 

83.0 

90.4 

83.7 

94.1 

9.7 

0.0 

9.1 

9.5 

5.4 

17.0 

6.8 

14.0 

5.9 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

2.7 

2.3 

0.0 

全 体

(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代
(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代

(N=56)

50歳代

(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上

(N=34)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

【⑥個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑥個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい』について、「そう思う」女性は、

60歳代までが９割台、70歳以降で８割前後を占めている。一方の「そう思う」男性は、

いずれの年代も８割以上を占めているが、50歳代と70歳代の「そう思わない」人がそ

れぞれ17.0％、14.0％と他の年代に比べ高くなっている。 

 

【⑥個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑥個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい』について、前回調査と比較する

と、男女ともに大きな変化はみられない。 

 

 

  

女 性 男 性 

89.6 

89.7 

8.2 

7.2 

2.2 

3.1 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

88.8 

88.9 

9.0 

9.7 

2.2 

1.4 

前回調査

(N=402)

今回調査

(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う

そう思わない

無回答

女 性 男 性 
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【⑦女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑦女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい』について、「そう思わ

ない」女性は、60歳代までは６～７割台を占めているが、70歳以降になると「そう思

う」人が５割台と高くなっている。一方、男性では、30歳代までは「そう思わない」

が６割台を占めているが、40歳以降になると「そう思う」が過半数を占めており、特

に70歳以降では７～８割台と高くなっている。 

 

【⑦女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『⑦女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい』について、「そう思う」

人は男女とも8.0ポイント減少しており、一方の「そう思わない」人が、女性で7.4ポ

イント、男性で9.3ポイント増加している。 

 

 

60.4 

33.3 

31.8 

28.6 

55.4 

59.6 

56.2 

75.6 

88.2 

38.2 

66.7 

68.2 

66.7 

44.6 

40.4 

41.1 

22.1 

11.8 

1.4 

0.0 

0.0 

4.8 

0.0 

0.0 

2.7 

2.3 

0.0 

全 体

(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代

(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代
(N=56)

50歳代
(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上

(N=34)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

女 性 男 性 

45.7 

37.7 

51.4 

58.8 

2.8 

3.5 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答

68.4 

60.4 

28.9 

38.2 

2.7 

1.4 

前回調査

(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない

無回答

女 性 男 性 

37.7 

40.0 

21.4 

31.7 

36.8 

22.4 

36.6 

52.7 

59.0 

58.8 

60.0 

78.6 

66.7 

60.0 

75.0 

62.5 

41.8 

25.6 

3.5 

0.0 

0.0 

1.6 

3.2 

2.6 

0.9 

5.5 

15.4 

全 体

(N=514)

16～19歳

(N=10)

20歳代
(N=28)

30歳代
(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代

(N=112)

70歳代

(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない 無回答
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５．介護について 

（１）家族の介護の経験有無 

問８ あなたは今、家族の誰かを介護していますか。または介護をしたことがあります

か。（どちらか１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★家族の介護の経験有無について、「している（したことがある）」人は、女性36.8％、

男性28.8％で、男性は女性に比べ8.0ポイント低い。また、男女ともに、50歳以降に

なると「している（したことがある）」人が多くなり、女性は５割前後を占めている

が、男性は50～70歳代で４割前後に対し、80歳以上になると17.6％に低下している。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、女性に大きな変化はみられないが、男性は「している（し

たことがある）」が9.4ポイント増加している。 

女 性 男 性 

19.4 

28.8 

79.6 

70.9 

1.0 

0.3 

前回調査

(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

している（した

ことがある）

していない

（したことがない） 無回答

女 性 男 性 

36.8 

0.0 

0.0 

7.9 

17.9 

47.4 

51.8 

56.0 

56.4 

62.1 

90.0 

100.0 

92.1 

82.1 

52.6 

47.3 

42.9 

35.9 

1.2 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

1.1 

7.7 

全 体

(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代

(N=28)

30歳代

(N=63)

40歳代

(N=95)

50歳代

(N=76)

60歳代
(N=112)

70歳代

(N=91)

80歳以上

(N=39)
(%)

0 20 40 60 80 100

している（した

ことがある）

していない

（したことがない） 無回答

28.8 

8.3 

4.5 

14.3 

8.9 

42.6 

38.4 

43.0 

17.6 

70.9 

91.7 

95.5 

85.7 

91.1 

57.4 

60.3 

57.0 

82.4 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

全 体

(N=351)

16～19歳

(N=12)

20歳代

(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代

(N=56)

50歳代
(N=47)

60歳代

(N=73)

70歳代

(N=86)

80歳以上

(N=34)

(%)
0 20 40 60 80 100

している（した

ことがある）

していない

（したことがない） 無回答

35.6 

36.8 

64.3 

62.1 

0.2 

1.2 

前回調査

(N=599)

今回調査

(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

している（した

ことがある）

していない

（したことがない） 無回答
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（２）介護した相手 

〔問８で「１．している（したことがある）」と答えた方におたずねします。〕 

問９ 介護した相手は誰ですか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★家族を介護している（したことがある）と回答した人に、その相手をたずねると、

男女とも「親」が最も多く、女性47.1％に対し、男性65.3％で、男性のほうが18.2ポ

イント高くなっている。これに次いで「配偶者の親」が多くなっており、女性37.0％、

男性21.8％で、女性のほうが15.2ポイント高くなっている。また、「配偶者」では、

女性18.0％に対し、男性8.9％で、女性のほうが9.1ポイント高くなっている。 

前回調査と比較すると、女性では、「親」や「祖父母」は減少しているが、「配偶者

の親」や「配偶者の祖父母」が増加している。一方、男性では、「配偶者」や「祖父

母」は減少しており、特に「配偶者」は11.6ポイント下がっているが、「配偶者の親」

は5.1ポイント増加している。 

 

 

19.2 

53.1 

3.8 

6.1 

9.9 

32.9 

1.9 

3.3 

2.3 

18.0 

47.1 

1.1 

2.6 

5.8 

37.0 

4.2 

2.1 

5.3 

020406080

(MA%)

前回調査 女性(N=213)

今回調査 女性(N=189)

20.5 

66.7 

2.6 

3.8 

7.7 

16.7 

1.3 

1.3 

0.0 

8.9 

65.3 

3.0 

3.0 

5.0 

21.8 

1.0 

7.9 

5.9 

0 20 40 60 80

配偶者

親

子

兄弟・姉妹

祖父母

配偶者の親

配偶者の祖父母

その他

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=78)

今回調査 男性(N=101)
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（３）介護方法 

〔問８で「１．している（したことがある）」と答えた方におたずねします。〕 

問10 介護はどのように行っていますか（または行っていましたか）。 

（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★家族を介護している（したことがある）と回答した人に、介護方法をたずねると、

男女とも「サービスなどを利用しながら介護している」が３割台で最も多くなってい

る。これに次いで、女性は「主に自分一人で介護している」（24.9％）、男性は「主に

他の人が介護しているのを手伝っている」（23.8％）が続いている。 

前回調査と比較すると、男女ともに、「主に自分一人で介護している」が女性2.8ポ

イント、男性2.4ポイント増加しており、「主に自分が介護しているが、配偶者、子ど

もなどの協力がある」は女性3.5ポイント、男性3.7ポイント減少している。 

 

 

 

22.1 

26.8 

15.5 

29.1 

5.6 

0.9 

24.9 

23.3 

13.8 

30.7 

6.3 

1.1 

010203040
(%)

前回調査 女性(N=213)

今回調査 女性(N=189)

11.5 

20.5 

24.4 

30.8 

9.0 

3.8 

13.9 

16.8 

23.8 

33.7 

6.9 

5.0 

0 10 20 30 40

主に自分一人で介護している

主に自分が介護しているが、
配偶者、子どもなどの協力がある

主に他の人が介護しているのを
手伝っている

サービスなどを利用しながら
介護している

その他

無回答

(%)

前回調査 男性(N=78)

今回調査 男性(N=101)
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６．女性と仕事について 

（１）女性が仕事をする事についての意見 

問11 一般的に女性が収入をともなう仕事をもつことについて、あなたはどう思います

か。（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★女性が仕事をする事についての意見として、「子どもができても育児休業をとるな

どして仕事はずっと続ける方がよい」は、女性が40.5％で最も多くなっているが、男

性は33.9％で女性より6.6ポイント低い。なお、男性では「結婚や出産で退職・一時

離職し子育て後に再び仕事をもつ方がよい」が36.8％で最も多くなっている。 

前回調査と比較すると、「子どもができても育児休業をとるなどして仕事はずっと

続ける方がよい」は、女性8.9ポイント、男性2.8ポイント増加しており、「結婚や出

産で退職・一時離職し子育て後に再び仕事をもつ方がよい」では、女性3.5ポイント、

男性5.7ポイント増加している。一方、「結婚や出産までは仕事をもつ方がよい」は、

女性5.5ポイント、男性5.9ポイント減少している。 

 

 

  

31.6 

33.1 

13.9 

10.5 

1.2 

5.2 

4.7 

40.5 

36.6 

8.4 

7.8 

1.0 

4.9 

1.0 

0204060
(%)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

31.1 

31.1 

14.7 

13.9 

2.2 

4.0 

3.0 

33.9 

36.8 

8.8 

12.5 

1.7 

5.1 

1.1 

0 20 40 60

子どもができても育児休業をとるなど
して仕事はずっと続ける方がよい

結婚や出産で退職・一時離職し
子育て後に再び仕事をもつ方がよい

結婚や出産までは仕事をもつ方がよい

仕事は家計の補助程度の働きでよい

女性は仕事をもたない方がよい

その他

無回答

(%)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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【内閣府世論調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★内閣府世論調査では、「子供ができても、ずっと職業を続ける方がよい」が男女と

も５割台を占めている。一方、本市の今回調査では、「子どもができても育児休業を

とるなどして仕事はずっと続ける方がよい」が女性40.5％、男性33.9％となっており、

本市では、子育ては女性がするという意識が高い傾向にある。 

 

 

55.3 

28.0 

4.6 

7.4 

2.8 

1.1 

0.7 

020406080
(%)

平成28年内閣府世論調査 女性

(N=1,655)

52.9 

24.3 

4.8 

9.6 

3.8 

1.9 

2.7 

0 20 40 60 80

子供ができても、ずっと
職業を続ける方がよい

子供が大きくなったら
再び職業をもつ方がよい

結婚するまでは職業を
もつ方がよい

子供ができるまでは、
職業をもつ方がよい

女性は職業をもたない
方がよい

その他

わからない

(%)

平成28年内閣府世論調査 男性

(N=1,404)

40.5 

36.6 

8.4 

7.8 

1.0 

4.9 

1.0 

020406080
(%)

今回調査 女性(N=514)

33.9 

36.8 

8.8 

12.5 

1.7 

5.1 

1.1 

0 20 40 60 80

子どもができても育児休業をとるなど
して仕事はずっと続ける方がよい

結婚や出産で退職・一時離職し
子育て後に再び仕事をもつ方がよい

結婚や出産までは仕事をもつ方がよい

仕事は家計の補助程度の働きでよい

女性は仕事をもたない方がよい

その他

無回答

(%)

今回調査 男性(N=351)
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（２）現在の女性は働きやすい状況にあるか 

問12 あなたは、現在の女性は働きやすい状況にあると思いますか。 

（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★現在の女性は働きやすい状況にあるかについて、男女とも「そう思わない」が最も

多く、女性は60.5％、男性は44.7％で、女性のほうが15.8ポイント高くなっている。

一方の「そう思う」人では、女性13.2％、男性25.6％で、男性のほうが12.4ポイント

高くなっている。 

前回調査と比較すると、女性に大きな変化はみられないが、男性の「そう思わない」

は9.0ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

12.4 

13.2 

59.3 

60.5 

25.0 

23.9 

3.3 

2.3 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない わからない 無回答

23.4 

25.6 

53.7 

44.7 

20.6 

27.4 

2.2 

2.3 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

そう思う そう思わない わからない 無回答

女 性 

男 性 
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（３）女性が働きにくいと思う理由 

〔問12で「２．そう思わない」と答えた方におたずねします。〕 

問13 そう思わない理由は何ですか。（あてはまるもの３つまでに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★現在の女性は働きにくいと回答した人に、その理由をたずねると、男女とも「保

育・介護施設が整備されていないから」が６割台で最も多くなっている。これに次い

で、「労働条件が整っていないから」が女性50.8％、男性45.9％で、女性のほうが4.9

ポイント高くなっている。また、「家族の理解、協力が得にくいから」は女性が

25.1％に対し、男性は14.0％と、女性は男性に比べ11.1ポイント高くなっている。 

前回調査と比較すると、「保育・介護施設が整備されていないから」が女性9.5ポイ

ント、男性16.8ポイント増加している。また、女性は「家族の理解、協力が得にくい

から」が6.5ポイント増加しており、男性では「結婚・出産退職の慣行があるから」

と「男は仕事、女は家庭という社会通念があるから」が８ポイント、「昇給・給与等

に男女の差別的扱いがあるから」が6.5ポイントの増加となっている。一方で、男性

では「働く場が限られているから」と「労働条件が整っていないから」が10ポイント

程度減少している。 

40.3 

9.9 

46.5 

51.3 

23.1 

17.5 

19.7 

18.6 

4.2 

7.3 

40.5 

11.9 

50.8 

60.8 

25.4 

16.4 

19.9 

25.1 

4.8 

1.0 

020406080
(3LA%)

前回調査 女性(N=355)

今回調査 女性(N=311)

53.7 

21.3 

56.0 

51.4 

27.3 

14.8 

13.4 

10.6 

3.2 

3.2 

40.8 

25.5 

45.9 

68.2 

33.8 

23.6 

21.7 

14.0 

2.5 

0.6 

0 20 40 60 80

働く場が限られているから

能力発揮の場が少ないから

労働条件が整っていないから

保育・介護施設が整備されて
いないから

昇進・給与等に男女の差別的
扱いがあるから

結婚・出産退職の慣行があるから

男は仕事、女は家庭という
社会通念があるから

家族の理解、協力が得にくいから

その他

無回答

(3LA%)

前回調査 男性(N=216)

今回調査 男性(N=157)
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0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

53.9 

50.0 

67.9 

39.7 

56.8 

42.1 

56.3 

63.7 

53.8 

40.5 

50.0 

28.6 

55.6 

37.9 

53.9 

39.3 

30.8 

28.2 

1.9 

0.0 

3.6 

3.2 

3.2 

2.6 

1.8 

0.0 

0.0 

3.3 

0.0 

0.0 

1.6 

1.1 

1.3 

1.8 

5.5 

17.9 

全 体 (N=514)

16～19歳(N=10)

20歳代 (N=28)

30歳代 (N=63)

40歳代 (N=95)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=112)

70歳代 (N=91)

80歳以上(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば妻が取るのがよい 夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答

（４）共働き夫婦の育児休業や介護休業の取得に対する意向 

①育児休業の取得意向 

問14 家庭で育児や介護が必要なとき、共働き夫婦が育児休業や介護休業を取るとした

らどうするのがよいと思いますか。育児休業、介護休業それぞれについてお答えく

ださい。 （あてはまるもの１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女 性 

男 性 

0.6 

8.3 

4.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

51.0 

58.3 

31.8 

33.3 

41.1 

48.9 

57.5 

59.3 

55.9 

43.3 

33.3 

63.6 

52.4 

57.1 

46.8 

37.0 

37.2 

29.4 

3.1 

0.0 

0.0 

14.3 

1.8 

2.1 

1.4 

2.3 

8.8 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

4.1 

1.2 

5.9 

全 体 (N=351)

16～19歳(N=12)

20歳代 (N=22)

30歳代 (N=21)

40歳代 (N=56)

50歳代 (N=47)

60歳代 (N=73)

70歳代 (N=86)

80歳以上(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば妻が取るのがよい 夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答
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★育児休業の取得について、男女ともに、「どちらかといえば妻が取るのがよい」が

５割台を占めており、「夫も妻も同じように取るのがよい」は４割台となっている。

年代別でみると、女性は30歳代と50歳代で「夫も妻も同じように取るのがよい」が５

割台を占めているが、それら以外の年代では「どちらかといえば妻が取るのがよい」

が５～６割台を占めている。一方、男性は20～40歳代で「夫も妻も同じように取るの

がよい」が５～６割台を占めており、50歳代は「どちらかといえば妻が取るのがよい」

（48.9％）と「夫も妻も同じように取るのがよい」（46.8％）に大きな差はなく、60

歳以降になると「どちらかといえば妻が取るのがよい」が５割台で高くなっている。 

 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、「どちらかといえば妻が取るのがよい」は、女性で4.7ポイ

ント増加しているが、男性に大きな変化はみられない。しかし、「夫も妻も同じよう

に取るのがよい」では、女性に大きな変化はみられないが、男性は7.5ポイント増加

している。 

 

 

  

0.5 

0.4 

49.2 

53.9 

41.4 

40.5 

1.8 

1.9 

7.0 

3.3 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば妻が取るのがよい

夫も妻も同じように

取るのがよい

その他

無回答

女 性 

男 性 

0.0 

0.6 

52.0 

51.0 

35.8 

43.3 

3.5 

3.1 

8.7 

2.0 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば妻が取るのがよい

夫も妻も同じように

取るのがよい

その他

無回答
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②介護休業の取得意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★介護休業の取得について、男女とも「夫も妻も同じように取るのがよい」が７割台

を占めるが、「どちらかといえば妻が取るのがよい」は女性14.2％、男性17.9％で、

男性のほうが3.7ポイント高くなっている。年代別でみると、男女ともいずれの年代

も「夫も妻も同じように取るのがよい」が半数以上を占めている。しかし、70歳以降

になると、男女ともに「どちらかといえば妻が取るのがよい」で２割台となっている。 

  

1.1 

8.3 

4.5 

0.0 

1.8 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

17.9 

33.3 

4.5 

4.8 

10.7 

14.9 

15.1 

26.7 

29.4 

72.9 

58.3 

86.4 

81.0 

82.1 

76.6 

75.3 

66.3 

55.9 

5.1 

0.0 

4.5 

14.3 

3.6 

6.4 

4.1 

3.5 

8.8 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

2.1 

4.1 

3.5 

5.9 

全 体 (N=351)

16～19歳(N=12)

20歳代 (N=22)

30歳代 (N=21)

40歳代 (N=56)

50歳代 (N=47)

60歳代 (N=73)

70歳代 (N=86)

80歳以上(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば

妻が取るのがよい 夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答

0.4 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.6 

14.2 

20.0 

17.9 

7.9 

9.5 

9.2 

13.4 

22.0 

25.6 

77.2 

80.0 

71.4 

82.5 

80.0 

86.8 

80.4 

71.4 

51.3 

4.5 

0.0 

10.7 

4.8 

8.4 

2.6 

3.6 

3.3 

0.0 

3.7 

0.0 

0.0 

3.2 

2.1 

1.3 

2.7 

3.3 

20.5 

全 体 (N=514)

16～19歳(N=10)

20歳代 (N=28)

30歳代 (N=63)

40歳代 (N=95)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=112)

70歳代 (N=91)

80歳以上(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば

妻が取るのがよい 夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答

女 性 

男 性 
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【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、「夫も妻も同じように取るのがよい」が女性6.2ポイント、

男性7.7ポイント増加している。 

 

【共働き夫婦の育児休業・介護休業の取得意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★育児休業の取得について、共働き夫婦の男女別でみると、女性は「どちらかといえ

ば妻が取るのがよい」が53.2％を占めており、男性（45.2％）に比べ8.0ポイント高

くなっている。一方、男性は「夫も妻も同じように取るのがよい」が48.8％で最も多

く、女性（42.7％）に比べ6.1ポイント高くなっている。 

介護休業の取得について、共働き夫婦の男女別でみると、男女とも「夫も妻も同じ

ように取るのがよい」が８割前後を占めている。また、「どちらかといえば妻が取る

のがよい」は、男性が14.3％で女性（11.3％）より3.0ポイント高くなっている。 

なお、育児休業・介護休業とも、共働き夫婦の男女ともに「どちらかといえば夫が

取るのがよい」の回答者はない。 

0.5 

0.4 

16.2 

14.2 

71.0 

77.2 

4.8 

4.5 

7.5 

3.7 

前回調査

(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば

妻が取るのがよい 夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答

1.0 

1.1 

19.4 

17.9 

65.2 

72.9 

5.0 

5.1 

9.5 

2.8 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば

妻が取るのがよい 夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答

女 性 

男 性 

0.0 

0.0 

53.2 

45.2 

42.7 

48.8 

3.2 

4.8 

0.8 

1.2 

共働き 女性
(N=124)

共働き 男性
(N=84)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば

妻が取るのがよい

夫も妻も同じように

取るのがよい

その他

無回答

0.0 

0.0 

11.3 

14.3 

80.6 

77.4 

4.8 

7.1 

3.2 

1.2 

共働き 女性

(N=124)

共働き 男性

(N=84)

(%)

0 20 40 60 80 100

どちらかといえば夫が取るのがよい

どちらかといえば妻が取るのがよい

夫も妻も同じように取るのがよい

その他

無回答

育児休業 介護休業 
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14.6 

10.0 

39.3 

28.6 

25.3 

11.8 

5.4 

5.5 

2.6 

28.4 

10.0 

10.7 

25.4 

18.9 

31.6 

34.8 

39.6 

23.1 

46.1 

50.0 

42.9 

33.3 

50.5 

52.6 

51.8 

38.5 

46.2 

8.4 

30.0 

7.1 

11.1 

5.3 

2.6 

6.3 

13.2 

12.8 

2.5 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

1.3 

1.8 

3.3 

15.4 

全 体
(N=514)

16～19歳
(N=10)

20歳代
(N=28)

30歳代
(N=63)

40歳代
(N=95)

50歳代
(N=76)

60歳代
(N=112)

70歳代
(N=91)

80歳以上
(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

名前も内容も

知っている

名前は聞いたことがある

が、内容までは知らない 名前も内容も知らない

わからない

無回答

７．ワーク・ライフ・バランスについて 

（１）ワーク・ライフ・バランスの言葉の認知度 

問15 あなたは「仕事と生活の調和」すなわち「ワーク・ライフ・バランス」という言

葉を知っていますか。（あてはまるもの１つに○）  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ワーク・ライフ・バランスの言葉の認知度について、男女とも「名前も内容も知ら

24.8 

25.0 

45.5 

38.1 

41.1 

38.3 

17.8 

9.3 

11.8 

27.1 

33.3 

18.2 

23.8 

16.1 

31.9 

24.7 

32.6 

35.3 

39.6 

25.0 

31.8 

28.6 

35.7 

27.7 

52.1 

45.3 

38.2 

6.8 

16.7 

4.5 

9.5 

7.1 

0.0 

4.1 

10.5 

8.8 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

1.4 

2.3 

5.9 

全 体
(N=351)

16～19歳
(N=12)

20歳代
(N=22)

30歳代
(N=21)

40歳代
(N=56)

50歳代
(N=47)

60歳代
(N=73)

70歳代
(N=86)

80歳以上
(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

名前も内容も

知っている

名前は聞いたことがある

が、内容までは知らない 名前も内容も知らない

わからない

無回答

女 性 

男 性 
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ない」が最も多くなっている。「名前も内容も知っている」では、女性14.6％、男性

24.8％で、女性は男性より10.2ポイント低くなっている。年代別でみると、女性は、

70歳代を除いた各年代で「名前も内容も知らない」が最も多くなっており、20～40歳

代は「名前も内容も知っている」が２～３割台、50～70歳代は「名前は聞いたことが

あるが、内容までは知らない」が３割台を占めている。一方、男性では、20～50歳代

は「名前も内容も知っている」が４割前後で最も多く、60歳以降になると「名前も内

容も知らない」が最も多くなっている。 

 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ワーク・ライフ・バランスの言葉の認知度を全体でみると、「名前も内容も知らな

い」が43.4％で最も多く、次いで「名前は聞いたことがあるが、内容までは知らない」

が27.8％、「名前も内容も知っている」は18.7％となっている。 

前回調査と比較すると、「名前も内容も知っている」が4.1ポイント、「名前は聞い

たことがあるが、内容までは知らない」が2.3ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

14.6 

18.7 

25.5 

27.8 

51.1 

43.4 

6.3 

7.7 

2.4 

2.4 

前回調査 全体
(N=1,027)

今回調査 全体
(N=878)

(%)
0 20 40 60 80 100

名前も内容も知っている

名前は聞いたことがあるが、内容までは知らない

名前も内容も知らない

わからない

無回答
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（２）現実に最も近い環境 

問16 あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★現実に最も近い環境として、女性は「家庭生活を優先している」が43.6％で最も多

く、次いで「仕事と家庭生活をともに優先している」が19.5％となっている。一方、

男性は「仕事と家庭生活をともに優先している」が25.9％で最も多く、次いで「仕事

を優先している」が23.1％となっている。 

内閣府世論調査と比較すると、「仕事を優先している」は女性で5.7ポイント、男性

で13.9ポイント低くなっている。一方で「家庭生活を優先している」は、女性が2.1

ポイント、男性が4.4ポイント高くなっている。 

前回調査と比較すると、男女とも大きな変化はみられないが、「家庭生活と地域・

個人の生活をともに優先している」は男女ともに４ポイント減少している。 

15.8 

41.5 

3.4 

21.3 

2.5 

9.3 

5.0 

1.1 

8.0 

41.6 

2.2 

17.2 

2.5 

14.7 

4.7 

6.0 

3.2 

10.1 

43.6 

2.1 

19.5 

1.4 

10.5 

4.1 

6.0 

2.7 

0204060
(%)

平成28年内閣府世論調査 女性(N=1,655)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

37.0 

17.5 

6.1 

21.9 

4.0 

6.5 

5.6 

1.4 

20.9 

21.9 

4.0 

25.4 

3.2 

11.2 

5.5 

5.7 

2.2 

23.1 

21.9 

3.7 

25.9 

3.1 

7.1 

5.4 

7.1 

2.6 

0 20 40 60

仕事を優先している

家庭生活を優先している

地域・個人の生活を優先している

仕事と家庭生活をともに優先している

仕事と地域・個人の生活をともに優先

している

家庭生活と地域・個人の生活をともに

優先している

仕事と家庭生活と地域・個人の生活を

ともに優先している

わからない

無回答

(%)

平成28年内閣府世論調査 男性(N=1,404)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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（３）希望に最も近い環境 

問17 あなたの希望に最も近いものはどれですか。（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★希望に最も近い環境として、女性は「家庭生活を優先したい」が30.0％で最も多く、

次いで「仕事と家庭生活をともに優先したい」が23.9％となっている。一方、男性は

「仕事と家庭生活をともに優先したい」が28.2％で最も多く、次いで「家庭生活を優

先したい」が17.9％となっている。 

内閣府世論調査と比較すると、女性は「仕事と家庭生活をともに優先したい」で

6.7ポイント、男性は「仕事を優先したい」で6.9ポイント低くなっているが、「家庭

生活と地域・個人の生活をともに優先したい」は女性2.6ポイント、男性5.7ポイント

高くなっている。 

前回調査と比較すると、男女とも「仕事と家庭生活をともに優先したい」が３ポイ

ント程度増加しているが、女性は「家庭生活と地域・個人の生活をともに優先したい」

で4.9ポイント、男性は「家庭生活を優先したい」で4.2ポイント減少している。 

4.2 

30.6 

3.3 

30.6 

4.0 

11.2 

14.7 

1.4 

2.3 

29.0 

3.0 

20.9 

2.7 

18.7 

14.0 

5.0 

4.3 

1.9 

30.0 

3.7 

23.9 

2.7 

13.8 

14.8 

6.6 

2.5 

010203040
(%)

平成28年内閣府世論調査 女性(N=1,655)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

14.3 

19.5 

4.5 

30.4 

5.6 

8.0 

16.2 

1.5 

8.5 

22.1 

4.7 

25.4 

3.7 

15.4 

13.2 

4.2 

2.7 

7.4 

17.9 

7.1 

28.2 

5.1 

13.7 

12.5 

5.1 

2.8 

0 10 20 30 40

仕事を優先したい

家庭生活を優先したい

地域・個人の生活を優先したい

仕事と家庭生活をともに優先したい

仕事と地域・個人の生活をともに

優先したい

家庭生活と地域・個人の生活をとも

に優先したい

仕事と家庭生活と地域・個人の生活
をともに優先したい

わからない

無回答

(%)

平成28年内閣府世論調査 男性(N=1,404)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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【現状と希望の比較（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【59歳以下の現状と希望の比較（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★59歳以下の希望に最も近い環境は、男女とも「仕事と家庭生活をともに優先したい」

が最も多い。一方、現実に最も近い環境は、女性では「家庭生活を優先している」が

最も多く、男性では「仕事を優先している」が最も多くなっている。「仕事と家庭生

活をともに優先したい」と考えながら、実際には女性は家庭生活を優先し、男性は仕

事を優先していることがうかがえる。  

（単位：%）

女性(N=514)
現状

（している）
比
較

希望
（したい）

「仕事」を優先 10.1 ＞ 1.9

「家庭生活」を優先 43.6 ＞ 30.0

「地域・個人の生活」を優先 2.1 ＜ 3.7

「仕事」と「家庭生活」をともに優先 19.5 ＜ 23.9

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 1.4 ＜ 2.7

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 10.5 ＜ 13.8

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 4.1 ＜ 14.8

（単位：%）

男性(N=351)
現状

（している）
比
較

希望
（したい）

「仕事」を優先 23.1 ＞ 7.4

「家庭生活」を優先 21.9 ＞ 17.9

「地域・個人の生活」を優先 3.7 ＜ 7.1

「仕事」と「家庭生活」をともに優先 25.9 ＜ 28.2

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 3.1 ＜ 5.1

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 7.1 ＜ 13.7

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 5.4 ＜ 12.5

38.6 

8.2 

3.2 

28.5 

4.4 

1.3 

6.3 

8.9 

0.6 

8.9 

13.3 

5.7 

37.3 

6.3 

7.0 

17.1 

3.2 

1.3 

0 10 20 30 40 50

(%)

現実 男性(N=158)

希望 男性(N=158)

16.9 

35.3 

1.5 

25.7 

1.8 

5.9 

5.9 

5.9 

1.1 

3.3 

26.5 

3.3 

32.0 

3.3 

7.0 

18.0 

5.5 

1.1 

01020304050

仕事を優先している（したい）

家庭生活を優先している（したい）

地域・個人の生活を優先している
（したい）

仕事と家庭生活をともに優先してい
る（したい）

仕事と地域・個人の生活をともに優
先している（したい）

家庭生活と地域・個人の生活をとも

に優先している（したい）

仕事と家庭生活と地域・個人の生活

をともに優先している（したい）

わからない

無回答

(%)

現実 女性(N=272)

希望 女性(N=272)
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（４）参加している地域活動 

問18 あなたは次のような活動をしていますか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参加している地域活動について、男女とも「活動していない」が６割台で最も多く

なっている。参加している活動としては、男女とも「自治会・コミュニティ等の活動」

が２割前後で最も多くなっている。「ＰＴＡ活動」では、女性10.7％に対し、男性は

1.1％と低い。 

前回調査と比較すると、「自治会・コミュニティ等の活動」が女性4.1ポイント、男

性4.9ポイント増加している。「活動していない」では、男女とも４ポイント程度減少

している。 

0.3 

18.9 

11.0 

2.8 

2.2 

0.8 

5.2 

3.2 

64.9 

2.7 

0.6 

23.0 

10.7 

2.5 

1.6 

0.6 

6.6 

3.9 

61.1 

3.3 

020406080

(MA%)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

1.5 

14.2 

1.2 

0.7 

4.0 

0.0 

4.5 

4.5 

73.1 

1.0 

1.7 

19.1 

1.1 

2.3 

2.6 

0.3 

5.1 

4.8 

69.2 

1.7 

0 20 40 60 80

県・市町の審議会・委員会など
での活動

自治会・コミュニティ等の活動

ＰＴＡ活動

子ども会などの青少年育成活動

青年団体・老人団体等の活動

消費者団体・生活共同組合等の
消費者活動

ＮＰＯやボランティアなどの
市民活動

その他の社会活動

活動していない

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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（５）地域活動の状況 

〔問18で「１」～「８」のいずれかに答えた方におたずねします。〕 

問19 あなたが参加した活動では、次のようなことがありましたか。 

（①～⑦のそれぞれについて、１～４の中であてはまるもの１つに○、それ以外の

内容については、「⑧その他」に記入してください。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.1 

25.5 

33.9 

37.3 

27.9 

18.6 

21.9 

15.7 

3.3 

2.9 

女性

男性

ある 少しある ない わからない 無回答

女性(N=183)

男性(N=102)

①行事やイベントの企画は主に男性

が決定している

21.3 

32.4 

27.9 

27.5 

33.9 

22.5 

15.3 

12.7 

1.6 

4.9 

女性

男性

②代表者は男性から選ばれる

24.6 

26.5 

43.7 

33.3 

18.0 

16.7 

11.5 

15.7 

2.2 

7.8 

女性

男性

③女性は責任のある役を引き受けた

がらない

56.8 

47.1 

24.0 

25.5 

8.2 

9.8 

9.3 

10.8 

1.6 

6.9 

女性

男性

④お茶入れや食事の準備などは女性

がしている

10.4 

2.0 

23.5 

26.5 

50.8 

52.0 

13.7 

11.8 

1.6 

7.8 

女性

男性

⑤女性は発言しにくい雰囲気がある

29.5 

22.5 

31.1 

34.3 

21.9 

23.5 

16.4 

11.8 

1.1 

7.8 

女性

男性

⑥名簿上は男性が会員になっている

が実際は女性（配偶者）が活動し

ている

24.6 

11.8 

36.1 

36.3 

20.2 

18.6 

18.6 

25.5 

0.5 

7.8 

女性

男性

(%)

0 20 40 60 80 100

⑦ＰＴＡ活動は女性中心、自治会は

男性中心であるなど、男性と女性

の仕事がわけられている
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★何らかの地域活動に参加していると回答した人に、地域活動の状況についてたずね

ると、男女ともに『①行事やイベントの企画は主に男性が決定している』や『③女性

は責任のある役を引き受けたがらない』、『⑥名簿上は男性が会員になっているが実際

は女性（配偶者）が活動している』、『⑦ＰＴＡ活動は女性中心、自治会は男性中心で

あるなど、男性と女性の仕事がわけられている』は「少しある」が最も多くなってい

る。また、『①行事やイベントの企画は主に男性が決定している』の「ある」が、女

性13.1％、男性25.5％と、男性のほうが12.4ポイント高くなっており、『⑥名簿上は

男性が会員になっているが実際は女性（配偶者）が活動している』の「ある」は、女

性29.5％、男性22.5％で、女性のほうが7.0ポイント高く、『⑦ＰＴＡ活動は女性中心、

自治会は男性中心であるなど、男性と女性の仕事がわけられている』の「ある」も、

女性24.6％、男性11.8％で、女性のほうが12.8ポイント高い。『②代表者は男性から

選ばれる』では、女性が「ない」（33.9％）で最も多くなっているが、男性は「ある」

（32.4％）が最も多く、女性の「ある」（21.3％）に比べ11.1ポイント高くなってい

る。『④お茶入れや食事の準備などは女性がしている』は男女とも「ある」が最も多

く、女性56.8％、男性47.1％で、女性のほうが9.7ポイント高くなっている。『⑤女性

は発言しにくい雰囲気がある』は男女とも「ない」が５割台を占めており、「ある」

では、女性10.4％、男性2.0％で、女性のほうが8.4ポイント高くなっている。 
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【地域活動の状況（「自治会・コミュニティ等の活動」に参加している人）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自治会・コミュニティ等の活動に参加している人では、男女ともに『①行事やイベ

ントの企画は主に男性が決定している』や『⑥名簿上は男性が会員になっているが実

際は女性（配偶者）が活動している』、『⑦ＰＴＡ活動は女性中心、自治会は男性中心

であるなど、男性と女性の仕事がわけられている』では、「少しある」が最も多く

なっている。『②代表者は男性から選ばれる』は女性が「少しある」、男性が「ある」

で最も多く、『③女性は責任のある役を引き受けたがらない』は女性が「少しある」

で最も多く、男性は「ある」と「少しある」が同率で最も多くなっている。『④お茶

入れや食事の準備などは女性がしている』は男女とも「ある」が最も多くなっており、

『⑤女性は発言しにくい雰囲気がある』では男女とも「ない」が最も多い。 

8.5 

3.0 

26.3 

25.4 

47.5 

61.2 

16.1 

6.0 

1.7 

4.5 

女性

男性

⑤女性は発言しにくい雰囲気がある

28.8 

32.8 

42.4 

32.8 

14.4 

17.9 

12.7 

13.4 

1.7 

3.0 

女性

男性

③女性は責任のある役を引き受けた

がらない

23.7 

32.8 

29.7 

31.3 

28.8 

25.4 

16.9 

7.5 

0.8 

3.0 

女性

男性

②代表者は男性から選ばれる

14.4 

22.4 

36.4 

40.3 

22.9 

22.4 

22.9 

13.4 

3.4 

1.5 

女性

男性

ある 少しある ない わからない

無回答

①行事やイベントの企画は主に男性

が決定している

女性(N=118)

男性(N=67)

57.6 

52.2 

26.3 

23.9 

5.1 

11.9 

10.2 

9.0 

0.8 

3.0 

女性

男性

④お茶入れや食事の準備などは女性

がしている

33.1 

29.9 

38.1 

40.3 

12.7 

16.4 

16.1 

9.0 

0.0 

4.5 

女性

男性

⑥名簿上は男性が会員になっている

が実際は女性（配偶者）が活動し

ている

21.2 

10.4 

39.8 

41.8 

20.3 

20.9 

18.6 

23.9 

0.0 

3.0 

女性

男性

(%)

0 20 40 60 80 100

⑦ＰＴＡ活動は女性中心、自治会は

男性中心であるなど、男性と女性

の仕事がわけられている
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（６）男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なこと 

問20 あなたは、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために

はどのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なことについ

て、男女とも「夫婦や家族でよく話しあう」が最も多く、これに次いで女性は「男性

が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」、男性は「労働時間

短縮や休暇制度を普及し、仕事以外の時間を多く持てる」が続いている。また、女性

は男性に比べて「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」

や「男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす」、「夫婦や家族で

よく話しあう」、「当事者の考えを尊重し、まわりの人が固定的な観念等押しつけない」

で10ポイント以上高くなっている。  

58.2 

24.1 

67.9 

56.4 

34.4 

49.4 

25.9 

28.2 

27.8 

26.5 

4.1 

2.1 

42.2 

13.4 

56.4 

44.4 

31.3 

52.4 

22.5 

26.2 

25.4 

26.8 

3.7 

2.8 

0 20 40 60 80

男性が家事などに参加することに対
する男性自身の抵抗感をなくす

男性が家事などに参加することに対
する女性の抵抗感をなくす

夫婦や家族でよく話しあう

当事者の考えを尊重し、まわりの人
が固定的な観念等押しつけない

社会の中で、男性が家事などを行う
ことに対する評価を高める

労働時間短縮や休暇制度を普及し、
仕事以外の時間を多く持てる

男性が家事などに関心を高めるよう
情報提供や啓発を行う

男性の家事や子育て、介護等の技能
を高める

男性が子育てや介護、地域活動を行
うための仲間づくりをすすめる

仕事の両立などの問題について、男
性が相談しやすい窓口を設ける

その他

無回答

(MA%)

女性(N=514) 男性(N=351)



 

- 61 - 

58.2 

24.1 

67.9 

56.4 

34.4 

49.4 

25.9 

28.2 

27.8 

26.5 

4.1 

2.1 

020406080

(MA%)

今回調査 女性（N=514)

42.2 

13.4 

56.4 

44.4 

31.3 

52.4 

22.5 

26.2 

25.4 

26.8 

3.7 

2.8 

0 20 40 60 80

男性が家事などに参加することに
対する男性自身の抵抗感をなくす

男性が家事などに参加することに対
する女性の抵抗感をなくす

夫婦や家族でよく話しあう

当事者の考えを尊重し、まわりの人
が固定的な観念等押しつけない

社会の中で、男性が家事などを行う

ことに対する評価を高める

労働時間短縮や休暇制度を普及し、
仕事以外の時間を多く持てる

男性が家事などに関心を高めるよう
情報提供や啓発を行う

男性の家事や子育て、介護等の技能
を高める

男性が子育てや介護、地域活動を
行うための仲間づくりをすすめる

仕事の両立などの問題について、
男性が相談しやすい窓口を設ける

その他

無回答

(MA%)

今回調査 男性(N=351)

【内閣府世論調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★内閣府世論調査の「社会の中で男性の家事・育児等の評価を高める」は男女とも４

～５割台となっているが、本市の今回調査で「社会の中で、男性が家事などを行うこ

とに対する評価を高める」は男女とも３割台と低くなっている。また、内閣府世論調

査の「多様な働き方を普及し仕事以外の時間を持つ」は男女とも３割前後に対し、本

市の今回調査で「労働時間短縮や休暇制度を普及し、仕事以外の時間を多く持てる」

が５割前後と高くなっている。 

60.1 

33.3 

61.8 

44.1 

50.6 

59.2 

29.9 

24.3 

27.1 

0.8 

4.2 

020406080

(MA%)

平成28年内閣府世論調査 女性

(N=1,655)

53.3 

28.1 

56.5 

35.3 

44.7 

54.6 

31.9 

23.3 

24.1 

1.1 

4.6 

0 20 40 60 80

男性自身の抵抗感をなくす

女性の抵抗感をなくす

夫婦や家族間でのコミュニケーショ
ンをはかる

まわりが夫婦役割分担の当事者の考
え方を尊重

社会の中で男性の家事・育児等の評

価を高める

男性の家事・育児へ職場における理
解を進める

多用な働き方を普及し仕事以外の時
間を持つ

男性の家事・育児の啓発や情報提供
などを行う

仲間（ネットワーク）作りをすすめ
る

その他

特に必要なことはない

(MA%)

平成28年内閣府世論調査 男性

(N=1,404)
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８．性と人権について 

（１）セクハラやＤＶは男女互いの性に対する人権侵害と思うか 

問21 セクシュアル・ハラスメント（セクハラ、性的嫌がらせ）やドメスティック・バ

イオレンス（ＤＶ）は、男女互いの性に対する人権侵害だと思いますか。 

（どちらか１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★セクハラやＤＶは男女互いの性に対する人権侵害と思うかについて、「思う」人が

89.9％を占めている。年代別でみると、「思う」人は、70歳代以降は84％前後を占め

ているが、他の年代に比べてやや低くなっている。 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、男女ともに、大きな変化はみられないが、「思う」人が僅

かに増加している。 

89.0 

90.5 

6.0 

5.1 

5.0 

4.5 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

思う 思わない 無回答

88.3 

89.5 

9.0 

8.0 

2.7 

2.6 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

思う 思わない

無回答

女 性 

男 性 

89.9 

100.0 

90.0 

92.9 

89.5 

93.5 

92.4 

84.8 

83.6 

6.2 

0.0 

10.0 

6.0 

9.2 

2.4 

5.9 

8.4 

1.4 

4.0 

0.0 

0.0 

1.2 

1.3 

4.0 

1.6 

6.7 

15.1 

全 体
(N=878)

16～19歳
(N=22)

20歳代
(N=50)

30歳代

(N=84)

40歳代

(N=152)

50歳代
(N=124)

60歳代
(N=185)

70歳代
(N=178)

80歳以上
(N=73)

(%)

0 20 40 60 80 100

思う 思わない 無回答
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16.3 

0.0 

17.9 

28.6 

16.8 

28.9 

13.4 

7.7 

2.6 

10.3 

10.0 

25.0 

11.1 

11.6 

6.6 

11.6 

4.4 

12.8 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

3.3 

0.0 

63.8 

90.0 

57.1 

58.7 

66.3 

60.5 

67.0 

70.3 

46.2 

0.6 

0.0 

0.0 

1.6 

1.1 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

8.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

2.6 

6.3 

14.3 

38.5 

全 体 (N=514)

16～19歳(N=10)

20歳代 (N=28)

30歳代 (N=63)

40歳代 (N=95)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=112)

70歳代 (N=91)

80歳以上(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

自分自身が被害に

あったことがある

友人や職場の仲間など、自分のまわりに被害にあった人がいる

具体的に相談を受けたことがある

見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

（２）自分やまわりの人がセクハラの被害にあったこと 

問22 あなたやあなたのまわりの方が、学校・職場・地域活動等でセクシュアル・ハラ

スメントの被害にあわれたことがありますか。（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自分やまわりの人がセクハラの被害にあったことについて、男女とも「見たり聞い

たりしたことはない」が最も多くなっている。一方、「自分自身が被害にあったこと

がある」は、女性16.3％、男性2.0％となっている。  

2.0 

16.7 

4.5 

4.8 

0.0 

2.1 

1.4 

1.2 

0.0 

13.7 

8.3 

18.2 

23.8 

19.6 

19.1 

9.6 

11.6 

2.9 

4.8 

0.0 

0.0 

0.0 

3.6 

10.6 

6.8 

3.5 

5.9 

72.9 

75.0 

77.3 

71.4 

76.8 

61.7 

74.0 

74.4 

73.5 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

2.7 

1.2 

0.0 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3 

5.5 

8.1 

17.6 

全 体 (N=351)

16～19歳(N=12)

20歳代 (N=22)

30歳代 (N=21)

40歳代 (N=56)

50歳代 (N=47)

60歳代 (N=73)

70歳代 (N=86)

80歳以上(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

自分自身が被害に

あったことがある

友人や職場の仲間など、自分のまわりに被害にあった人がいる

具体的に相談を受けたことがある

見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

女 性 

男 性 
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【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、女性では「自分自身が被害にあったことがある」が3.8ポ

イント増加している。男性では「具体的に相談を受けたことがある」が2.6ポイント

増加している。 

 

 

 

12.5 

16.3 

10.0 

10.3 

1.5 

1.0 

72.1 

63.8 

1.5 

0.6 

2.3 

8.0 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

自分自身が被害に

あったことがある

友人や職場の仲間など、自分のまわりに被害にあった人がいる

具体的に相談を受けたことがある

見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

女 性 

男 性 

1.2 

2.0 

12.9 

13.7 

2.2 

4.8 

80.1 

72.9 

1.7 

1.1 

1.7 

5.4 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

自分自身が被害にあったことがある

友人や職場の仲間など、自分のまわりに被害にあった人がいる

具体的に相談を受けたことがある

見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答
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（３）セクハラの被害にあったときの対応 

〔問22で「１」「２」「３」「５」と答えた方におたずねします。〕 

問23 あなたやあなたのまわりの方がセクシュアル・ハラスメントの被害にあわれたと

き、あなたはどのような対応をしましたか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自身やまわりの人にセクハラ被害の経験があると回答した人に、そのときの対応を

たずねると、女性は「何もできなかった」が34.5％で最も多く、次いで「家族や友人

に相談した」が32.4％となっている。男性は「職場や学校の苦情処理機関や上司・教

師などに訴えた」が26.3％で最も多く、次いで「何もできなかった」が23.7％となっ

ている。なお、「家族や友人に相談した」は女性が男性（21.1％）より11.3ポイント

高く、「職場や学校の苦情処理機関や上司・教師などに訴えた」は男性が女性

（17.9％）より8.4ポイント高くなっている。 

前回調査と比較すると、「職場や学校の苦情処理機関や上司・教師などに訴えた」

は、女性で6.1ポイント増加しているが、男性は7.9ポイント減少している。また、男

性は「セクハラを行った相手に直接抗議した」が10.2ポイント減少し、「家族や友人

に相談した」は7.4ポイント増加している。 

15.7 

32.0 

11.8 

3.9 

2.0 

1.3 

0.7 

3.3 

34.6 

11.8 

3.9 

15.9 

32.4 

17.9 

6.2 

2.1 

0.7 

0.0 

3.4 

34.5 

9.0 

0.7 

010203040

(MA%)

前回調査 女性(N=153)

今回調査 女性(N=145)

24.7 

13.7 

34.2 

5.5 

0.0 

2.7 

1.4 

1.4 

23.3 

15.1 

4.1 

14.5 

21.1 

26.3 

5.3 

1.3 

5.3 

0.0 

5.3 

23.7 

10.5 

3.9 

0 10 20 30 40

セクハラを行った相手に直接
抗議した

家族や友人に相談した

職場や学校の苦情処理機関や

上司・教師などに訴えた

公的な相談機関に相談した

民間の相談機関に相談した

弁護士に相談した

裁判所に訴えた

警察に訴えた

何もできなかった

その他

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=73)

今回調査 男性(N=76)
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（４）ＤＶ防止法の認知度 

問24 あなたは、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（通称：Ｄ

Ｖ防止法）をご存知ですか。（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.7 

8.3 

4.5 

9.5 

3.6 

8.5 

6.8 

3.5 

5.9 

47.0 

50.0 

31.8 

38.1 

51.8 

53.2 

56.2 

39.5 

44.1 

32.2 

25.0 

31.8 

38.1 

32.1 

27.7 

27.4 

38.4 

32.4 

14.0 

16.7 

31.8 

14.3 

12.5 

10.6 

8.2 

16.3 

14.7 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

2.3 

2.9 

全 体 (N=351)

16～19歳(N=12)

20歳代 (N=22)

30歳代 (N=21)

40歳代 (N=56)

50歳代 (N=47)

60歳代 (N=73)

70歳代 (N=86)

80歳以上(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

法律の内容までよく知っている

名前は聞いたことがあり、

ある程度知っている

名前は聞いたことがあるが、

内容までは知らない

ほとんど知らない

無回答

4.5 

0.0 

7.1 

6.3 

5.3 

3.9 

4.5 

3.3 

2.6 

49.8 

60.0 

46.4 

46.0 

55.8 

61.8 

56.3 

39.6 

23.1 

33.1 

10.0 

35.7 

33.3 

32.6 

28.9 

28.6 

42.9 

35.9 

10.5 

30.0 

10.7 

14.3 

5.3 

3.9 

8.9 

12.1 

25.6 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

1.3 

1.8 

2.2 

12.8 

全 体 (N=514)

16～19歳(N=10)

20歳代 (N=28)

30歳代 (N=63)

40歳代 (N=95)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=112)

70歳代 (N=91)

80歳以上(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

法律の内容まで

よく知っている

名前は聞いたことがあり、

ある程度知っている

名前は聞いたことがある

が、内容までは知らない

ほとんど知らない

無回答

女 性 

男 性 
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★ＤＶ防止法の認知度について、男女ともに、「名前は聞いたことがあり、ある程度

知っている」が約半数を占めており、次いで「名前は聞いたことがあるが、内容まで

は知らない」は３割台となっている。「法律の内容までよく知っている」では、女性

4.5％、男性5.7％となっている。年代別でみると、女性は60歳代までは「名前は聞い

たことがあり、ある程度知っている」が最も多くなっているが、70歳以降になると

「名前は聞いたことがあるが、内容までは知らない」が最も多くなっており、80歳以

上になると「ほとんど知らない」が25.6％となっている。一方、男性は40歳以降で

「名前は聞いたことがあり、ある程度知っている」が最も多くなっており、40～60歳

代で５割台を占めている。 

 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、「法律の内容までよく知っている」は男女とも大きな変化

はみられないが、「名前は聞いたことがあり、ある程度知っている」は女性で8.4ポイ

ント、男性で6.0ポイント増加している。 

 

 

女 性 

男 性 

4.8 

4.5 

41.4 

49.8 

37.2 

33.1 

14.5 

10.5 

2.0 

2.1 

前回調査
(N=599)

今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

法律の内容までよく知っている

名前は聞いたことがあり、

ある程度知っている

名前は聞いたことがあるが、

内容までは知らない

ほとんど知らない

無回答

5.7 

5.7 

41.0 

47.0 

36.1 

32.2 

15.2 

14.0 

2.0 

1.1 

前回調査
(N=402)

今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

法律の内容までよく知っている

名前は聞いたことがあり、

ある程度知っている

名前は聞いたことがあるが、

内容までは知らない

ほとんど知らない

無回答
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（５）ＤＶ被害の経験有無 

問25 あなたはＤＶ被害にあわれたことがありますか。（どちらか１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験有無について、「ある」人は、女性で9.5％、男性で2.3％となって

いる。年代別でみると、女性は30歳代が17.5％と他の年代に比べ高くなっており、40

歳以降では１割前後を占めている。男性では30歳代が9.5％、16～19歳が8.3％、50歳

代が6.4％となっている。 

  

女 性 

男 性 

9.5 

0.0 

3.6 

17.5 

7.4 

9.2 

10.7 

8.8 

7.7 

88.5 

100.0 

96.4 

82.5 

92.6 

89.5 

87.5 

90.1 

76.9 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

1.8 

1.1 

15.4 

全 体 (N=514)

16～19歳(N=10)

20歳代 (N=28)

30歳代 (N=63)

40歳代 (N=95)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=112)

70歳代 (N=91)

80歳以上(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答

2.3 

8.3 

0.0 

9.5 

1.8 

6.4 

0.0 

0.0 

2.9 

96.6 

91.7 

100.0 

90.5 

98.2 

93.6 

98.6 

98.8 

91.2 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

1.2 

5.9 

全 体 (N=351)

16～19歳(N=12)

20歳代 (N=22)

30歳代 (N=21)

40歳代 (N=56)

50歳代 (N=47)

60歳代 (N=73)

70歳代 (N=86)

80歳以上(N=34)

(%)

0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答
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【ＤＶ被害の経験がある割合（経年比較）】 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある人を、前回調査と比較すると、女性は横ばいとなっているが、

男性は1.6ポイント増加している。 

 

 

【結婚・離婚・家庭の考え方（ＤＶ被害の経験がある女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある女性に、結婚・離婚・家庭の考え方をたずねると、女性全体

と比べて『①人間の幸福は結婚にあるのだから結婚した方がよい』と思う人は6.1ポ

イント低くなっており、『②結婚しても相手に満足できない場合は離婚すればよい』

と思う人は5.2ポイント、『③結婚しても夫婦別姓の方がよい』と思う人は9.7ポイン

ト、『④入籍せずパートナーとして暮らすのがよい』と思う人は13.5ポイント高く

なっている。『⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい』では、

「そう思う」「そう思わない」とも大きな差はみられない。  

9.5 

0.7 

9.5 

2.3 

0 10 20 30

前回調査 女性(N=599)
今回調査 女性(N=514)

前回調査 男性(N=402)
今回調査 男性(N=351)

(%)

61.2 

56.0 

38.8 

41.8 

0.0 

2.1 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

②結婚しても相手に満足できない

場合は離婚すればよい

20.4 

26.5 

79.6 

71.0 

0.0 

2.5 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

そう思う そう思わない 無回答

①人間の幸福は結婚にあるのだか

ら結婚した方がよい

女性[ＤＶ被害経験あり](N=49)

女性全体(N=514)

24.5 

14.8 

73.5 

80.5 

2.0 

4.7 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

③結婚しても夫婦別姓の方がよい

22.4 

21.8 

75.5 

75.5 

2.0 

2.7 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

(%)
0 20 40 60 80 100

⑤夫は外で仕事をし、妻は家事・

育児など家庭を守るのがよい

22.4 

8.9 

73.5 

86.0 

4.1 

5.1 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

④入籍せずパートナーとして暮ら

すのがよい
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【家庭生活の担当（ＤＶ被害の経験がある女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある女性に、家庭生活の担当をたずねると、「主として妻」の割

合は、いずれの項目も女性全体と比べて高くなっており、なかでも『⑤高齢者、病人

の介護・看護』は12.7ポイント高く、『⑥家庭における重要な決定』は8.3ポイント高

くなっている。『②生活費の確保』は、女性全体と比べると「主として夫」は14.0ポ

イント低く、「夫婦同程度」が11.1ポイント高くなっている。 

 

 

  

0.0 

0.0 

18.4 

20.8 

69.4 

65.2 

10.2 

8.8 

2.0 

5.3 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

④子育て

4.1 

8.0 

14.3 

17.5 

75.5 

68.7 

6.1 

4.3 

0.0 

1.6 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

③日常の家計管理

0.0 

1.4 

10.2 

17.9 

55.1 

42.4 

32.7 

31.9 

2.0 

6.4 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

⑤高齢者、病人の介護・看護

53.1 

67.1 

28.6 

17.5 

8.2 

6.4 

10.2 

7.0 

0.0 

1.9 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

②生活費の確保

2.0 

1.6 

4.1 

10.7 

87.8 

81.5 

6.1 

5.1 

0.0 

1.2 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

主として夫 夫婦同程度

主として妻

その他

無回答

①日常の家事（食事のしたく、

そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど）

女性[ＤＶ被害経験あり](N=49)

女性全体(N=514)

24.5 

30.7 

46.9 

50.8 

18.4 

10.1 

10.2 

6.0 

0.0 

2.3 

女性[ＤＶ被害経験あり]

女性全体

(%)
0 20 40 60 80 100

⑥家庭における重要な決定
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【女性が仕事をする事についての意見（ＤＶ被害の経験がある女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある女性に、女性が仕事をする事についての意見をたずねると、

女性全体と比べて「子どもができても育児休業をとるなどして仕事はずっと続ける方

がよい」が8.5ポイント高くなっており、「結婚や出産で退職・一時離職し子育て後に

再び仕事をもつ方がよい」は6.0ポイント、「結婚や出産までは仕事をもつ方がよい」

は4.3ポイント低くなっている。 

 

 

 

  

49.0 

30.6 

4.1 

8.2 

0.0 

6.1 

2.0 

40.5 

36.6 

8.4 

7.8 

1.0 

4.9 

1.0 

0 20 40 60

子どもができても育児休業をとるなど
して仕事はずっと続ける方がよい

結婚や出産で退職・一時離職し子育て
後に再び仕事をもつ方がよい

結婚や出産までは仕事をもつ方がよい

仕事は家計の補助程度の働きでよい

女性は仕事をもたない方がよい

その他

無回答

(%)

女性[ＤＶ被害経験あり](N=49)

女性全体(N=514)
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【ＤＶ被害の相談先で知っている機関（ＤＶ被害の経験がある女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある女性に、ＤＶ被害の相談先で知っている機関をたずねると、

女性全体に比べ、「川西市男女共同参画センター」や「民生児童委員」、「人権擁護委

員」はいずれも4.8ポイント、「兵庫県女性家庭センター（配偶者暴力相談支援セン

ター）」は3.9ポイント高くなっている。 

 

【結婚の有無（ＤＶ被害の経験がある女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある女性に、結婚の有無をたずねると、「結婚している」が

65.3％で最も多く、次いで「結婚していたが離別した」が16.3％となっている。 

65.3 
2.0 

8.2 
16.3 

4.1 

4.1 
0.0 

(%)
0 20 40 60 80 100

結婚している(N=32)

結婚していないがパートナーと暮らしている(N=1)

結婚していたが死別した(N=4)

結婚していたが離別した(N=8)

結婚していない(N=2)

その他(N=2)

無回答

女性[ＤＶ被害経験あり]

(N=49)

81.6 

30.6 

14.3 

26.5 

14.3 

16.3 

10.2 

10.2 

4.1 

2.0 

6.1 

87.9 

26.5 

9.5 

22.6 

9.5 

11.5 

9.5 

13.8 

4.3 

1.2 

4.1 

0 20 40 60 80 100

警察

市役所

川西市男女共同参画センター

兵庫県女性家庭センター（配
偶者暴力相談支援センター）

民生児童委員

人権擁護委員

民間支援団体

医師その他医療関係者

教員その他学校関係者

その他

無回答

(MA%)

女性[ＤＶ被害経験あり](N=49)

女性全体(N=514)
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（６）受けたＤＶの内容 

〔問25で「１．ある」と答えた方におたずねします。〕 

問26 あなたが受けたＤＶはどのような内容ですか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある人に、受けたＤＶの内容をたずねると、女性では「「誰のお

かげで、おまえは食べられるんだ」と言う」が49.0％で最も多く、次いで「殴ったり、

蹴ったり、平手で打つなどする」が46.9％、「話しかけても無視して返事をしない」

が32.7％となっている。男性では「話しかけても無視して返事をしない」が最も多く

なっている。 

女性のＤＶ被害の内容を、前回調査と比較すると、「話しかけても無視して返事を

しない」が8.1ポイント、「殴ったり、蹴ったり、平手で打つなどする」が6.5ポイン

ト、「「誰のおかげで、おまえは食べられるんだ」と言う」が5.1ポイント増加してお

り、「交友関係や電話を細かく監視する」は9.1ポイント減少している。 

 

 「誰のおかげ
で、おまえは
食べられるん
だ」と言う

意に反して、
性的行為を強
要する

殴ったり、
蹴ったり、平
手で打つなど
する

交友関係や電
話を細かく監
視する

話しかけても
無視して返事
をしない

生活していけ
ないほどの少
額なお金しか
渡さない

その他

今回調査　男性(N=8) 3件 1件 4件 2件 5件 1件 1件

※回答のみ表示

7.0 

43.9 

19.3 

40.4 

19.3 

24.6 

12.3 

21.1 

1.8 

8.2 

49.0 

20.4 

46.9 

10.2 

32.7 

14.3 

8.2 

8.2 

0 20 40 60

「おれがいるときは外出しないように」と言う

「誰のおかげで、おまえは食べられるんだ」と言う

意に反して、性的行為を強要する

殴ったり、蹴ったり、平手で打つなどする

交友関係や電話を細かく監視する

話しかけても無視して返事をしない

生活していけないほどの少額なお金しか渡さない

その他

無回答

(MA%)

前回調査 女性(N=57)

今回調査 女性(N=49)
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（７）ＤＶを受けたときの相談有無 

〔問25で「１．ある」と答えた方におたずねします。〕 

問27 あなたがＤＶを受けたとき、どこかに相談しましたか。（どちらか１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の経験がある人に、ＤＶを受けたとき、どこかに相談したかたずねると、

女性では、「はい」が34.7％に対し、「いいえ」は63.3％となっている。男性は「はい」

が２件、「いいえ」は５件で、男女ともに相談していない人のほうが多い。 

女性の相談有無を、前回調査と比較すると、「はい」は9.2ポイント減少している。 

 

 

 

（８）相談先 

〔問27で「１．はい」と答えた方におたずねします。〕 

問28 どこに相談しましたか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害を受けて相談をした人に、相談先をたずねると、女性は「家族・親戚」が

13件で最も多く、次いで「友人・知人」が７件、「警察」が４件となっており、「公的

機関」は２件となっている。男性は「警察」と「友人・知人」に各１件となっている。 

 

 

 はい いいえ

今回調査　男性(N=8) 2件 5件

 
警察 公的機関 家族・親戚 友人・知人 その他

今回調査　女性(N=17) 4件 2件 13件 7件 1件

今回調査　男性(N=2) 1件      -      - 1件      -

43.9 

34.7 

54.4 

63.3 

1.8 

2.0 

前回調査
(N=57)

今回調査
(N=49)

(%)

0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答

女 性 
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（９）相談しなかった理由 

〔問27で「２．いいえ」と答えた方におたずねします。〕 

問29 相談しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害を受けて相談をしなかった人に、その理由をたずねると、女性では、「自

分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていけると思ったから」が48.4％で最も多く、

次いで「相談しても無駄だと思ったから」が35.5％、「恥ずかしくて誰にも言えな

かったから」が32.3％となっている。男性は「相談しても無駄だと思ったから」が４

件で最も多くなっている。 

女性が相談しなかった理由を、前回調査と比較すると、「誰（どこ）に相談してよ

いのかわからなかったから」と「相談しても無駄だと思ったから」はともに12.9ポイ

ント減少しており、「恥ずかしくて誰にも言えなかったから」と「自分さえ我慢すれ

ば、このまま何とかやっていけると思ったから」がともに6.5ポイント増加している。 

 相談しても無
駄だと思った
から

相談した事が
わかると仕返
しやより酷い
暴力を受ける
と思ったから

自分さえ我慢
すれば、この
まま何とか
やっていける
と思ったから

世間体が悪い
と思ったから

他人を巻き込
みたくなかっ
たから

自分に悪いと
ころがあると
思ったから

相談するほど
のことではな
いと思ったか
ら

今回調査　男性(N=5) 4件 3件 1件 2件 1件 2件 2件

※回答のみ表示

19.4 

25.8 

48.4 

16.1 

9.7 

41.9 

6.5 

22.6 

16.1 

48.4 

3.2 

0.0 

6.5 

32.3 

35.5 

16.1 

3.2 

48.4 

9.7 

16.1 

25.8 

29.0 

19.4 

0.0 

0 20 40 60

誰（どこ）に相談してよいのかわから
なかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談した事がわかると仕返しやより酷
い暴力を受けると思ったから

相談相手の言動により、不快な思いを
させられると思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま何とか
やっていけると思ったから

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

自分に悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思った
から

その他

無回答

(MA%)

前回調査 女性(N=31)

今回調査 女性(N=31)



 

- 76 - 

（10）ＤＶ被害の相談先で知っている機関 

問30 ＤＶ被害を受けたときに相談できる機関や関係者のうち、あなたが知っているも

のはどれですか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＤＶ被害の相談先で知っている機関については、「警察」が87.6％で最も多く、次

いで「市役所」が27.0％、「兵庫県女性家庭センター（配偶者暴力相談支援センター）」

が17.5％となっている。 

  

87.6 

27.0 

9.5 

17.5 

9.7 

14.0 

7.4 

11.3 

5.0 

1.6 

4.2 

0 20 40 60 80 100

警察

市役所

川西市男女共同参画センター

兵庫県女性家庭センター（配
偶者暴力相談支援センター）

民生児童委員

人権擁護委員

民間支援団体

医師その他医療関係者

教員その他学校関係者

その他

無回答

(MA%)

全体(N=878)
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【経年変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★性別でみると、男女とも「警察」が８割台で最も多く、次いで「市役所」が２割台

となっている。これに続いて、女性は「兵庫県女性家庭センター（配偶者暴力相談支

援センター）」（22.6％）、男性は「人権擁護委員」（17.1％）となっている。 

前回調査と比較すると、女性は「兵庫県女性家庭センター（配偶者暴力相談支援セ

ンター）」が4.4ポイント増加している。しかし、「川西市男女共同参画センター」は

女性4.5ポイント、男性6.6ポイント減少しており、「人権擁護委員」も女性8.0ポイン

ト、男性6.0ポイント減少している。また、男性では「民生児童委員」が5.8ポイント

減少している。 

 

80.1 

27.4 

14.0 

18.2 

10.0 

19.5 

12.0 

15.5 

5.3 

1.7 

8.2 

87.9 

26.5 

9.5 

22.6 

9.5 

11.5 

9.5 

13.8 

4.3 

1.2 

4.1 

020406080100
(MA%)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

85.3 

34.8 

15.4 

7.2 

15.2 

23.1 

5.2 

9.2 

5.0 

3.2 

6.2 

87.2 

28.2 

8.8 

9.4 

9.4 

17.1 

4.3 

7.1 

6.0 

2.3 

4.0 

0 20 40 60 80 100

警察

市役所

川西市男女共同参画センター

兵庫県女性家庭センター
（配偶者暴力相談支援センター）

民生児童委員

人権擁護委員

民間支援団体

医師その他医療関係者

教員その他学校関係者

その他

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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6.0 

40.0 

21.4 

9.5 

5.3 

3.9 

4.5 

1.1 

2.6 

21.6 

0.0 

14.3 

25.4 

35.8 

28.9 

17.0 

15.4 

5.1 

18.1 

20.0 

17.9 

19.0 

18.9 

15.8 

17.9 

17.6 

20.5 

51.8 

40.0 

46.4 

44.4 

40.0 

50.0 

58.9 

62.6 

56.4 

2.5 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

1.3 

1.8 

3.3 

15.4 

全 体 (N=514)

16～19歳(N=10)

20歳代 (N=28)

30歳代 (N=63)

40歳代 (N=95)

50歳代 (N=76)

60歳代 (N=112)

70歳代 (N=91)

80歳以上(N=39)

(%)

0 20 40 60 80 100

どういう行為か内容までよく知っている

言葉は聞いたことがあり、

ある程度知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容までは知らない

ほとんど知らない 無回答

（11）デートＤＶの認知度 

問31 あなたは、「デートＤＶ」をご存知ですか。（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女 性 

男 性 

3.1 

16.7 

4.5 

4.8 

1.8 

4.3 

2.7 

2.3 

0.0 

15.7 

16.7 

22.7 

19.0 

21.4 

10.6 

13.7 

12.8 

17.6 

18.2 

33.3 

27.3 

9.5 

19.6 

21.3 

11.0 

17.4 

23.5 

61.0 

33.3 

45.5 

66.7 

57.1 

63.8 

71.2 

65.1 

47.1 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

2.3 

11.8 

全 体 (N=351)

16～19歳(N=12)

20歳代 (N=22)

30歳代 (N=21)

40歳代 (N=56)

50歳代 (N=47)

60歳代 (N=73)

70歳代 (N=86)

80歳以上(N=34)

(%)
0 20 40 60 80 100

どういう行為か内容までよく知っている

言葉は聞いたことがあり、ある程度知っている

言葉は聞いたことがあるが、

内容までは知らない ほとんど知らない 無回答
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★デートＤＶの認知度について、男女とも「ほとんど知らない」が半数以上を占めて

おり、これに次いで女性は「言葉は聞いたことがあり、ある程度知っている」が

21.6％、男性は「言葉は聞いたことがあるが、内容までは知らない」が18.2％となっ

ている。年代別でみると、男女ともいずれの年代も「ほとんど知らない」が最も多く

なっているが、「どういう行為か内容までよく知っている」は16～19歳の男女や20歳

代の女性が他の年代に比べ高く、「言葉は聞いたことがあり、ある程度知っている」

は30～50歳代の女性で２～３割台、20～40歳代の男性で２割前後となっている。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回調査と比較すると、男女ともに、デートＤＶという言葉の認知度は上昇傾向に

ある。 

 

9.0 24.7 60.1 6.2 
前回調査
(N=599)

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

6.0 21.6 18.1 51.8 2.5 今回調査
(N=514)

(%)

0 20 40 60 80 100

どういう行為か内容までよく知っている

言葉は聞いたことがあり、ある程度知っている

言葉は聞いたことがある

が、内容までは知らない ほとんど知らない 無回答

4.0 18.4 71.4 6.2 
前回調査
(N=402)

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている

聞いたことがある

知らない 無回答

3.1 15.7 18.2 61.0 2.0 今回調査
(N=351)

(%)

0 20 40 60 80 100

どういう行為か内容までよく知っている

言葉は聞いたことがあり、ある程度知っている

言葉は聞いたことがある

が、内容までは知らない ほとんど知らない 無回答

女 性 

男 性 
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（12）デートＤＶをなくすための対策 

問32 あなたは、デートＤＶをなくすためには、どうしたらよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★デートＤＶをなくすための対策として、男女ともに「家庭で、保護者が子どもに対

し、暴力がいけないことを教える」が最も多く、次いで「学校等で男女が対等関係で

あることや暴力防止のための教育を行う」、「身近に安心していつでも相談できる窓口

を増やす」、「加害者の暴力を罰せられるような制度や法律をつくる」と続いている。

また、多くの項目で、男性より女性の割合のほうが高くなっており、なかでも「暴力

を振るった事のある者に対し、二度と繰り返さない教育を行う」は7.5ポイント高く、

「家庭で、暴力について話し合う機会をつくる」や「学校等で男女が対等関係である

ことや暴力防止のための教育を行う」、「身近に安心していつでも相談できる窓口を増

やす」、「メールや電話での相談窓口を増やす」では６ポイント高くなっている。 

 

63.0 

37.7 

58.9 

11.9 

34.8 

31.1 

50.0 

32.1 

17.7 

46.7 

39.1 

2.3 

6.8 

3.1 

60.1 

31.1 

52.1 

13.4 

31.9 

30.2 

43.9 

25.9 

17.4 

43.3 

31.6 

2.3 

8.3 

3.4 

0 20 40 60 80

家庭で、保護者が子どもに対し、暴力
がいけないことを教える

家庭で、暴力について話し合う機会を
つくる

学校等で男女が対等関係であることや
暴力防止のための教育を行う

地域で、暴力を防止するための研修会、
イベントなどを行う

メディアを活用して、広報・啓発活動
を積極的に行う

暴力を助長するおそれのある情報を取
り締まる

身近に安心していつでも相談できる窓
口を増やす

メールや電話での相談窓口を増やす

学校などに、デートＤＶの相談窓口を
つくる

加害者の暴力を罰せられるような制度
や法律をつくる

暴力を振るった事のある者に対し、二
度と繰り返さない教育を行う

その他

わからない

無回答

(MA%)

女性(N=514) 男性(N=351)
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（13）性教育に対する考え 

問33 ユネスコによる「性教育国際ガイドライン」では、人間関係、人間の発達、性行

動など６つの重要概念を学習目標として示し、子どもの発達段階に応じて教育する

ことを提唱しています。あなたは性教育についてどのように思われますか。 

（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★性教育に対する考えについて、男女とも「学校で教師が子どもの成長に応じて必要

な事を教えていくのがよい」が最も多く、次いで「家庭で家族が子どもの成長に応じ

て必要な事を教えていくのがよい」となっているが、両項目とも女性は６割台に対し、

男性は５割台で、女性のほうが高くなっている。これらに次いで、「間違った性情報

が氾濫しているので、早い時期に行った方がいい」が男女とも48％となっている。 

前回調査と比較すると、「間違った性情報が氾濫しているので、早い時期に行った

方がいい」が、女性で8.6ポイント、男性で12.3ポイント減少している。また、「家庭

で家族が子どもの成長に応じて必要な事を教えていくのがよい」と「学校で教師が子

どもの成長に応じて必要な事を教えていくのがよい」は、男性で10ポイント前後減少

しているが、女性は男性ほど大きな変化はみられない。また、男性は「思春期では性

への興味は自然な事なので、あえて教える必要はない」が7.1ポイント増加している。 

 

56.8 

1.8 

62.4 

67.3 

1.0 

33.9 

18.7 

5.0 

2.7 

2.2 

48.2 

2.9 

62.1 

63.4 

1.0 

20.2 

12.3 

4.3 

1.9 

4.3 

020406080

(MA%)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

60.4 

2.7 

62.4 

67.2 

1.2 

31.1 

20.6 

6.0 

1.7 

2.7 

48.1 

4.3 

51.6 

57.5 

3.1 

16.8 

14.2 

13.1 

2.6 

2.0 

0 20 40 60 80

間違った性情報が氾濫しているので、
早い時期に行った方がいい

性教育は早く行う程子どもに悪影響を
及ぼすので行わない方がよい

家庭で家族が子どもの成長に応じて
必要な事を教えていくのがよい

学校で教師が子どもの成長に応じて
必要な事を教えていくのがよい

学校では教えない方がよい

保健所や保健センターなどが、積極的
に教えていくのがよい

国や自治体などの公共団体が積極的に
講座等を開き教えるのがよい

思春期では性への興味は自然な事なの
で、あえて教える必要はない

その他

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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９．市の男女共同参画施策について 

 

（１）川西市男女共同参画センターの利用有無 

問34 あなたは、複合施設「パレットかわにし（１階）」にある川西市男女共同参画セ

ンターを利用したことがありますか。または、ご存じですか。 

（あてはまるもの１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★川西市男女共同参画センターの利用有無について、男女とも「知らない」が最も多

く、次いで「知っているが利用したことはない」となっている。認知度としては、男

性より女性のほうが高く、「利用したことがある」は女性6.6％、男性2.0％となって

いる。 

前回調査では、「よく知っている」と「聞いたことがある」を合わせると、女性は

71.4％、男性は44.3％となっており、前回調査に比べ認知度は男女ともに低下傾向に

ある。 

 

 

20.5 50.9 24.5 4.0 

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

前回調査

(N=599)

女 性 

男 性 

6.6 34.2 8.2 49.4 1.6 

(%)

0 20 40 60 80 100

利用したことがある

知っているが利用したことはない

聞いたことがある 知らない 無回答

今回調査

(N=514)

2.0 22.8 6.6 67.0 1.7 

(%)

0 20 40 60 80 100

利用したことがある

知っているが利用したことはない

聞いたことがある 知らない 無回答

今回調査

(N=351)

10.2 34.1 49.5 6.2 

(%)

0 20 40 60 80 100

よく知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

前回調査

(N=402)
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（２）男女共同参画センターに望むこと 

問35 本市には男女共同参画を進めていくための拠点として川西市男女共同参画セン

ターがありますが、あなたは、この男女共同参画センターにどのようなことを希望

しますか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★男女共同参画センターに望むことについて、女性では、「『女性の悩みごと相談』な

どの相談事業の充実」が41.2％で最も多く、次いで「セクハラ・ＤＶ被害者への相

談・支援」が41.1％と僅差となっており、続いて「就労を支援する講座の充実」が

33.9％となっている。一方、男性では、「セクハラ・ＤＶ被害者への相談・支援」が

35.6％で最も多いが、「自主的な活動への助成・支援」（33.3％）や「男女共同参画に

関する図書や情報の収集・提供」（32.5％）、「就労を支援する講座の充実」（30.2％）

も３割台と多くなっている。 

前回調査と比較すると、女性は「男女共同参画に関する図書や情報の収集・提供」

と「『女性の悩みごと相談』などの相談事業の充実」が11ポイント減少しており、男

性は「『女性の悩みごと相談』などの相談事業の充実」と「セクハラ・ＤＶ被害者へ

の相談・支援」が９ポイント程度減少となっている。 

31.4 

25.7 

29.4 

52.3 

41.9 

24.4 

31.4 

41.4 

8.8 

5.0 

7.8 

20.4 

27.0 

23.7 

41.2 

41.1 

19.5 

26.3 

33.9 

10.7 

3.3 

12.3 

0204060
(MA%)

前回調査 女性(N=599)

今回調査 女性(N=514)

37.3 

34.8 

25.6 

34.6 

44.3 

28.4 

30.8 

37.8 

14.2 

6.7 

8.7 

32.5 

33.3 

18.8 

25.6 

35.6 

27.9 

26.8 

30.2 

10.8 

4.6 

11.1 

0 20 40 60

男女共同参画に関する図書や情報
の収集・提供

自主的な活動への助成・支援

講座・学習時の保育支援

「女性の悩みごと相談」などの相
談事業の充実

セクハラ・ＤＶ被害者への
相談・支援

男女共同参画に関する講座の
充実

ボランティア等の人材を育成する
講座の充実

就労を支援する講座の充実

起業やＮＰＯ設立に関する相談

その他

無回答

(MA%)

前回調査 男性(N=402)

今回調査 男性(N=351)
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（３）性別に配慮した対応で必要と思う防災・災害対策 

問36 あなたは、防災・災害対策において、性別に配慮した対応で必要だと思うものは

ありますか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★性別に配慮した対応で必要と思う防災・災害対策について、男女ともに、「避難所

の設備（男女別のトイレ、更衣室、授乳室、洗濯干場等）」が８割台で最も多く、次

いで「災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者等のサポート体制）」が６割台、「避難

所運営に男女共同参画し被災者対応に男女両方の視点が入ること」が５割台となって

いる。また、女性は男性に比べて「公的施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給す

る際の配慮」で7.2ポイント、「災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者等のサポート

体制）」で5.8ポイント高くなっている。一方、男性では「自治会等地域の防災訓練に

男女共同参画し男女両方の視点が入ること」が女性に比べ9.0ポイント高くなってい

る。 
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避難所の設備（男女別のトイレ、更衣
室、授乳室、洗濯干場等）

避難所運営に男女共参画し被災者対応
に男女両方の視点が入ること

災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢
者等のサポート体制）

公的施設の備蓄品のニーズ把握、災害
時に支給する際の配慮

被災者に対する相談体制

自治会等地域の防災訓練に男女共同参
画し男女両方の視点が入ること

防災に関する会議に女性委員の割合を
増やすこと

その他

無回答

(MA%)

女性(N=514) 男性(N=351)
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（４）女性のリーダーを増やす際に障がいとなるもの 

問37 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障が

いとなるものは何だと思いますか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★女性のリーダーを増やす際に障がいとなるものについて、男女ともに、「保育・介

護・家事等における夫等の家族の支援が十分ではないこと」が最も多く、次いで「保

育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」となっているが、両項目と

も女性は５割台で、男性は４割前後と性差がみられる。これらに次いで、女性は「上

司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと」が39.9％、男性

は「長時間労働の改善が十分ではないこと」が37.9％となっている。 

内閣府世論調査と比較すると、男女とも「現時点では、必要な知識や経験などを持

つ女性が少ないこと」と「女性自身がリーダーになることを希望しないこと」が10ポ

イント前後で本市の今回調査のほうが高くなっており、なかでも男性の「女性自身が

リーダーになることを希望しないこと」は17.5ポイント高くなっている。 
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平成26年内閣府世論調査 女性(N=1,692)
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現時点では、必要な知識や経験など
を持つ女性が少ないこと

女性自身がリーダーになることを希
望しないこと

上司・同僚・部下となる男性や顧客
が女性リーダーを希望しないこと

長時間労働の改善が十分ではない
こと

企業などにおいては、管理職になる
と広域異動が増えること

保育・介護・家事等における夫等の
家族の支援が十分ではないこと

保育・介護の支援などの公的サービ
スが十分ではないこと

その他

特にない

わからない

無回答

(MA%)

平成26年内閣府世論調査 男性(N=1,345)

今回調査 男性(N=351)
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（５）女性のリーダーが増えた際の影響 

問38 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリー

ダーが増えるとどのような影響があると思いますか。（あてはまるものすべてに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★女性のリーダーが増えた際の影響については、「男女を問わず優秀な人材が活躍で

きるようになる」が67.2％で最も多く、次いで「多様な視点が加わる事で新たな価値

や商品・サービスが創造される」が63.1％、「女性の声が反映されやすくなる」が

51.5％となっている。 
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人材・労働力の確保に繋がり社会全体に活
力を与えることができる

女性の声が反映されやすくなる

国際社会から好印象を得ることができる

男女を問わず優秀な人材が活躍できるよう
になる

男女を問わず仕事と家庭の両方を優先しや
すい社会になる

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男性の家事・育児などへの参加が増える

今より仕事以外の事が優先され、業務に支
障を来すことが多くなる

男性のポストが減り、男性が活躍しづらく
なる

保育・介護等公的サービスの必要性が増し
家計や公的な負担が増える

その他

特にない

わからない

無回答

(MA%)

全体(N=878)
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【内閣府世論調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★女性のリーダーが増えた際の影響について、男女ともに、「男女を問わず優秀な人

材が活躍できるようになる」が最も多く、次いで「多様な視点が加わる事で新たな価

値や商品・サービスが創造される」となっており、両項目とも６割台と高くなってい

る。これらに次いで、女性は「女性の声が反映されやすくなる」が55.8％となってお

り、同項目の男性（46.4％）に比べ9.4ポイント高くなっている。一方の男性では

「人材・労働力の確保に繋がり社会全体に活力を与えることができる」が48.7％と続

き、同項目の女性（35.6％）に比べ13.1ポイント高くなっている。 

内閣府世論調査と比較すると、「男女を問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社

会になる」が女性9.7ポイント、男性12.6ポイント高くなっている。また、男性では

「男性の家事・育児などへの参加が増える」が11.7ポイント高くなっている。しかし、

「女性の声が反映されやすくなる」が男女ともに４ポイント低くなっている。 
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体に活力を与えることができる

女性の声が反映されやすくなる

国際社会から好印象を得ることがで
きる

男女を問わず優秀な人材が活躍でき
るようになる

男女を問わず仕事と家庭の両方を優
先しやすい社会になる

労働時間の短縮など働き方の見直し
が進む

男性の家事・育児などへの参加が増
える

今より仕事以外の事が優先され、業
務に支障を来すことが多くなる

男性のポストが減り、男性が活躍し
づらくなる

保育・介護等公的サービスの必要性
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その他

特にない

わからない

無回答

(MA%)

平成26年内閣府世論調査 男性(N=1,345)

今回調査 男性(N=351)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ.自由意見 
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１．自由意見・要望（抜粋） 
 

川西市の男女共同参画施策について、ご意見、ご要望等がございましたら、ご自由に

お書きください。 

 

（１）男女の地位 

年齢 性別 内容 

80歳以上 女性 
女性が活躍することはいいと思うが、女性の割合を増やすことに重点を置くのは間違

い。男も女も能力がある人が重要な役割をするのが正しいと思う。 

40歳代 女性 

男性が考えることと女性が考えることは違っていることも多く、年齢等で変わると社会

に対する要望も変わるので意見が一致しないのは仕方ないと思う。アンケートが少しで

も役に立てばと思う。 

40歳代 男性 男性の立場が弱くなっているように思う。 

70歳代 男性 

川西市にこのような施策があることは知らなかった。女性にも素晴らしい能力を持って

いる方が沢山いるので、その能力を発揮させないような障害をとり除いていくことが必

要だと思う。少し荒療治になるかもしれないが、市役所等々公的機関が率先して女性の

管理職のパーセントを決め、無理にでも女性を就けることが必要ではないかと思う。 

60歳代 男性 

家庭・企業・団体・社会の中で男女（特に女性）の活躍する場が更に拡大すれば良い。

新しいサービス、仕事、製品が更に開発され提供されれば、利用・購買・経済活動につ

ながる。 

70歳代 女性 

川西市が表題に取組まれていることは大変良いことと思う。でも、最近の女性は発言力

も増し活躍されているのでないだろうか。これ以上何が不足なのか。あまりいろいろと

先取りしすぎて勘違いしている人達が増えて来ているように見える。特に女性が。 

私達の時代がすべて良かったとはいえないが、原点である男性の役割＜外でしっかり働

く＞女性は＜家庭を守り、子どもをしっかり育てる＞という役割が大切と育てられた。

こういった家庭教育が一番大事であり、長じてお互いを尊重することができて表題の件

もスムーズに取組むことができるのではないだろうか。 

40歳代 男性 男性＝強者・悪 女性＝弱者・善 この考え方もう止めないか。 

20歳代 男性 

「男女共同参画施策」というものをこの調査票が届くまで知らなかった。私はまだ20代

故、男尊女卑の根強かった時代は知識としてしか把握していないが、男女が性別に囚わ

れない社会にはなりつつあると感じている。しかし、それを良いことに好き勝手な主張

を申す人達も多いように思う。私は男女ともに性別に囚われず、個性を尊重すべきだ

が、男女ともにどちらかにしかできないことも同時にあると考えている。なので、むや

みやたらに権利を主張するのではなく、まずは人としての個性を尊重し、それから

「男」「女」というものに対する理解を深め、互いを補うことで初めて男女が性別に囚

われない社会になるのではないかと考える。 

70歳代 男性 

この調査で気が付いたが、女性の進出に非常に気を遣っているように思う。今日の社会

にはこの件は何ら心配ない日本であると思うが。言い分のみの権利も大切。対する実行

の義務も大切だと思う。 

30歳代 女性 

性別・年齢に関わらずすべてが平等であることが良いとは思わない。女性が気付く細や

かなことを男性に求めるのはむずかしいし、いざというときに男性を頼りにしている女

性はたくさんいると思う。自治会の仕事等は、定年退職した人が中心に活躍してくれて

いるし、全ての世代の人が性別・年齢にとらわれず得意なことをのばしていければいい

のではないか。男女平等、素晴らしいことだが、平等でないことが素晴らしいこともあ

ると。川西市民が幸せなくらしができるように尽力してくださっていることに感謝して

いる。 

 

（２）結婚と家庭生活 

年齢 性別 内容 

40歳代 女性 

現実的に育児と仕事の両立は女性に負担が多いので、私自身出産を機に退職をした。専

業主婦として十数年、育児に専念していたが 離婚となると収入もないので、本当に女

性には厳しい現実だ。また、年金も熟年離婚なら折半になるそうだが 私の場合は話し

合いをしないともらえないそうで、目の前の離婚のことで手一杯なのに老後の年金の話

なんてできるはずもなく、本当にまだまだ男性優位だなあと思った。暴力を受けてた時

も、女性センターという所に電話相談したが、「一回位なら…」といった返事で、私の

気持ちに寄りそってくれることはなかったように思う。結局、その暴力がきっかけとな

り離婚した。 
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（３）子育て 

年齢 性別 内容 

30歳代 男性 
保育料高額問題、保育園不足問題、乳幼児医療高額問題等が足を引っ張って、女性の社

会進出の妨げになっている。もっと切実な問題ととらえてしっかり対策してほしい。 

30歳代 女性 

小学生の親が働きにくい社会だと思う。学童保育の問題は取り上げられ、改善されよう

ともしているようだが、働いていてもPTA役員が回ってきたり、参観や懇談などで会社

の休みはほとんど子どものために使っている。会社の方針を変える必要もあると思う

が、学校も変われば良いと願う。学童では夏休みや冬休みだけ預けられる制度がある

と、とても助かる。 

30歳代 女性 

保育園児を持つ母親として、保育園に入るまでが第一の関門だった。男女が共に活躍で

きる社会と言えるためには、二人目、三人目も同じように、希望すれば保育園に全く待

機されずに入れるという安心が必要。なおかつ、その仕事を続けるには利便性も重要

だ。往復一時間かかる保育園には預けられない。子どもが保育園に入れたら、次の関門

は進学だ。市内の学校にはどのような制度があるのか環境はどうかとか良く知りたい

が、なかなか情報が得られない。川西市で今後も子育てをしていきたいと思えるような

希望を持てる情報の提供をお願いしたい。 

60歳代 女性 
幼い子どもたちが安心して遊べる場所を作ってほしい。道路の安全性を見直してほし

い。 

70歳代 女性 子育て支援、介護支援等が整えば安心して女性も働けるのではないか。 

40歳代 女性 

夫婦共働きである。いつもいつも時間がなくて、子どもたちと関わる時間が充分に持て

ないことが一番つらい。女性も働く時代でお金の為には働くしかないが、現実は大変。

きっと皆さん一緒だと思って頑張るようにしているので大丈夫だ。 

30歳代 女性 

すごく難しい問題だと思う。今私自身、子どもが4歳・もうすぐ2歳の2人いるため仕事

がしたくてももう少し子育てがんばろうと思っている。だが、こども園に入園するか下

の子どもが小学校に入ったら仕事したいと思っている。ただ、今、思っているだけで実

際すぐに仕事が見つかるかは不安に思っている。 

40歳代 女性 

女性が仕事を続けられることが理想だが、一方で子育てとの両立は、やはり難しく感じ

ている。小学校も低学年のみ17時までしか預かってくれない。又、下校時の見守りに出

られる保護者もほとんどの主婦がパートで出ていて、いない。放課後や夜、親が家にい

ないことで子ども達がさみしく過ごしたり、非行に走ったりしているのを見ると、女性

が外で働くことに力を入れるあまり、子どもが置き去りにされているような気がする。 

60歳代 男性 

現役世代、子育て中に女性が社会進出している間に失う物の大きさ、母親でなければで

きない無償の愛の伝授、これらを与えてこなかった子どもが親になった時のマイナス連

鎖、社会が失っていく最大の問題だと考える。女性の進出は必要でプラス面ばかりでな

く、失われていく社会の一員としての人間を長い眼で廃れていく法を知ることが必要だ

と思う。教育者・指導者の子育てはどうだったのか、検証を。成功者の方々の意見を是

非。御一考の程を。 

60歳代 男性 
学校においては、「いじめ」排除の動きも強めて欲しい（悲しいニュースが多い）。皆

様で頑張ってほしい。協力できることはさせて頂く。 

50歳代 女性 

基本男性に収入があり、女性がゆったりと子育てをするのが良いと考えている（休日の

男性子育て参加）。それ以外は男女平等はあたりまえだと思うが、子育てだけは女性の

方が適していると思う。これは、差別ではないと思っている。 

70歳代 男性 

現在私が参加している活動では女性も重要な役割をしている。出産・育児の問題が改善

されれば北欧の国のような男女平等が仕事の面でも実現可能と思われるし、そのような

社会が望まれる我が国の状況から考えると、女性の活躍、あるいは外国人の参加なしに

は将来の発展は望めない。 

 

（４）介護 

年齢 性別 内容 

20歳代 女性 

これから介護職に就き、できるだけ長く働きたいと思っている。しかし、今の日本は高

齢者がこれほど多いにもかかわらず支援が不十分で、「死ぬ」方が良いのではとマイナ

スに考えてしまう方も生んでいる。まずは、地域が高齢化を支え、守り、「介護職は大

変だ」という固定化されたイメージを取り払えるようにしていただけたら嬉しい。そし

て、女性だけでなく男性ももっと介護に貢献できるようにして、男女関係なく働けるや

りがいのある仕事として未来に繋げていってほしい。 

70歳代 女性 子育て支援、介護支援等が整えば安心して女性も働けるのではないか。 
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年齢 性別 内容 

50歳代 女性 

結局の所、女性が介護等で仕事を諦めなければいけない状況にあると思う。私の年齢

（50歳代）では特に。若い頃は子育てで大変な思いをし、歳がいってからは介護で辛い

思いをしている。市やケアマネジャー等に相談しても、何も改善されないのが現状だ。

川西市として少しでも、何か良い方法はないだろうか。 

 

（５）仕事 

年齢 性別 内容 

40歳代 男性 

「いきいきと暮らすことができる社会の実現」何をもっていきいきと言うのか。男女の

問題以上に経済的負担が大きすぎる。やむをえず長時間勤務（残業）をせざるを得ない

のが現状で、プライベートな時間、地域活動に参加する時間がない。 

70歳代 女性 

私も生活のために60歳まで仕事をしていたが、男女の雇用問題で悩んだ時期もあった。

今から考えると、セクハラやパワハラが多くあったと思う。女性が働きやすい職場も多

くなっているようだが、より良い時代になってほしいものだ。 

20歳代 男性 

男女ともに学校を卒業すると就職するが、結婚や出産を機に女性は退職することが多

い。その後、職場復帰することは少ない。これを社会の制度が悪いとか男性優位な環境

が悪いという風潮になっていると感じるが、職場環境の改善で大きく変わると思う。職

場環境が良いところでは女性の復職率は高いと思う。日本企業全体で風土改革（サービ

ス残業の禁止、年功序列の撤廃）の実施や行政のバックアップ（法整備等）が必要で、

それらで男性も余裕ができて子育て等にも参加できると考えている。 

30歳代 女性 

少子高齢、メンタルヘルスや引きこもりといったように社会がどんどん変化している。

働き方、生き方を変化せざるを得ない。一方で、男性の方が得意なこと、女性が得意な

こと、その人だからできる事は変わらずあると思った。一人一人がどう働いて生きてい

くのかを自由に選択し、お互いにそれを認められるような社会が作られていけるよう頑

張りたい。このアンケートをきっかけに少し考えていきたいと思った。 

40歳代 女性 

女性、特に「母」が働きにくい世の中になっていると感じる。職場では50代の男性上司

の理解も得にくく、心無い言葉などを吐かれたという話もよく耳にする。そういう年代

の方の意識改革も必要。市会議員、県会議員、市の職員の方々の学習や意識改革（善）

をお願いしたい。 

60歳代 男性 

昼間にファミレスに行けばほぼ女性たちである。日本の女性は恵まれている方だと思

う。各家庭でもほとんど女性が実権を握っていると思う。仕事も子育ての為、パートを

選んでいる場合が多い。子育て以上に大事な仕事は無いと考えている。子育てが終わっ

た段階で社会復帰しやすい社会になるよう、社会全体と個人の努力（資格を取るなど）

が必要だと思う。また、各家庭の考え方があると思うので、働きたい女性が職場を得や

すいように税制などの面で企業に働きかけていく必要があると思う。 

30歳代 女性 

私は現在会社員として働いているが、私が入社した20年ほど前と比べ女性が働きやすい

環境になったと思う。お茶くみやそうじは女性の仕事といった「暗黙のルール」があっ

たが、最近では男性でもそのような雑用をするようになってきた。また、子育てに関し

ても私より下の世代の男性社員は「子どもの保育所のお迎えがあるので」と仕事を早く

切り上げ帰ったりもしている。ただ、私より上の世代ではまだまだ「暗黙のルール」が

残っているようだ。 

なので、小・中学校の早い時期から男女が共に暮らしていける教育をし、それが「当た

り前」といった環境にしていくことが大切だと思う。 

40歳代 女性 

“1億人総活躍”といいながら、就職するには年齢制限が依然としてある。特に40代後

半以降の人は、いまさら働けないのが現実である。しかしながら、政府は配偶者特別控

除を一律に撤廃する等、現実に即していない。現実を見て頂きたい。 

80歳以上 女性 

男女共同参画施策うらやましく思う。私の時代、S29年入社だが、女性は結婚と同時に

退職だった。色々な面で女性も参加できるものには参加、人のお話を聞くのもいい勉強

になる。 

40歳代 女性 

パートでの103、130万などの壁をなくしてほしい。介護のパートで働いているが、この

壁のために日数を制限するために、もっと働きたくても働けない状況である。介護職は

人が足らないといわれているが、介護が好きで働きたいのに制限しなくてはならないこ

とに矛盾を感じる。中には仕方なく介護の仕事をする人もいるが、好きで介護の仕事を

してる人達を活かすことができれば、される側もいい介護を受けられると思う。 
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年齢 性別 内容 

50歳代 女性 

家父長的な家庭に育った。父が長男を重視することに異論を感じつつも学校や大学生活

を送る上では、男女は平等であるものと思っていたが、学生時代の終わり、就職活動を

行う中で男女は平等ではないということに気が付いた。教授たちは女性は25歳までに結

婚しろと言ったし、女性を雇う職種は少なく、正式に就職するまでに長く時間を要し

た。幸いに20年近く働いたが、やはり重要なポストは与えられない。現在は、親の介護

を引き受けなければならなくなり（弟・長男がいるが）、仕事を休職している。結局の

ところ、女性（男性・息子の場合はその連れ合い）が親の面倒を見ることになるのだろ

うと思う。私自身、年金受給にはもう少し掛け金が必要だが、高齢となり、再就職の場

が見つかるのかどうか現在心配している。まだまだ女性には厳しい社会状況である。夫

と同居してきた「主婦」と呼ばれてきた人たちから税金を取るという政府のやり方は性

急すぎるのではないかと思う。結婚を早くするように勧められ、そのとおりにしてきた

人たちから安易に税金を取ることは理不尽だと思う。 一方で、若い人たちには、女性

が自立して歩むことができるために公共機関に支援をお願いしたい。日本の女性進出は

先進国でありながら、世界的に見ても発展途上である。女性が社会で働くことは、国を

豊かにすることであり、そこで生きる人々自身へ幸いが還元されていくことであること

を啓発できるのは地域と個人を繋いでいる行政・市であると思うので、男女共同参画や

人権推進の働きが重要だ。人間の尊厳、人権意識が個々にないと、これまでなされてき

た差別性はなくならない。大変忍耐を要しますが、粘り強く取り組まれますようにと

思っている。 

60歳代 女性 

男尊女卑の時代じゃあるまいし、男女性別に関係なく、いろんな視点から見て女性目線

から見て男性には見えない細やかな所が見える面もきっとあるので、職業それぞれだが

女性も平等に活躍すべき。 

60歳代 男性 
外資の会社にいたが、マネージャーや役員にも女性は多く、能力的に男女差があるとは

思えない。 

60歳代 女性 

私の職場で、妊娠をしても働けるようになった（特養です）。働くにあたり、書面に表

した物もなく、ただ本人の体調に合わせてと言うばかりだが…。仕事柄、回りにくるシ

ワ寄せは大変なものがある。男女平等とうたっているが、妊娠している、できない。で

も職場で働ける。少し安易に考えている人もいるのではないだろうか。 

60歳代 女性 

昔に比べると随分改善され、女性にとっては仕事のしやすい環境になっている。男性が

子どもをだっこしたり、料理したりの姿は微笑ましく思うし、時代の移り変わりを感じ

る。男女の性的な違いはあるのは事実だが、人間としてどう生きたいかが一番大切だと

思う。 

70歳代 女性 

セクハラ、パワハラ等々は昔もあった。働く上では、今よりももっと酷かったかもしれ

ない。私は、仕事への取組みが認められたのかもしれないが、役職にもついた。現場か

らは産休を取るようにといわれたが、子どもは自分の手でと思い退職。いざ社会復帰と

なると、勤務時間・仕事内容等やはりうまくいかなかった。 

16～19歳 女性 

女性が社会進出し、大事なポストを任されたりなどすることは昔に比べると増えてい

る。が、今でも古い考えを持ち女性の社会進出をあまり好ましくないと思っている人も

まだまだいる。そのような人たちを減らすために、まだしなければいけないことがある

と思った。セクハラは女性が被害者になることが多いと思うが、男性だって被害者にな

ることもある。女性ばかり守り過ぎではないかと思う。 

40歳代 女性 

男性と同等に働くのは難しい、同様に男性が女性と同じように家事育児をするのは難し

いと思う。 

育った世代でも大きな差があり、共同参画は難しいと思った。 

40歳代 女性 

女性がもっと社会で仕事をしやすい環境づくりが足りていない。女性の管理職を増やす

と言っているが、実際子育て中の女性は夜間の仕事ができない。子どもを1人家に残し

て仕事できるわけがない。もっと女性の管理職についても労働条件の見直しが必要。

まったく中身がない“女性の管理職を増やす”発言、しっかり現実を見てほしい。 

40歳代 女性 

昨年からパートに出るようになった。“パート103万”の壁にぶち当たり、働きたいの

に働けない、税金や保険などがとられるという現実をみた。自分の仕事を思いきり楽し

んで充実した日々がすごせる世の中になってほしい。 

 

（６）ワーク・ライフ・バランス 

年齢 性別 内容 

70歳代 女性 育児や家庭を大事にできる女性の仕事があれば本当に良いです。 
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年齢 性別 内容 

40歳代 女性 

男は共同参画について、非常に賛同すべき事柄であると思っている。自分自身は出産を

機に仕事を辞め、現在はパート勤務に就いている。女性が未婚であるか既婚であるか、

また子持ちであるかないかは勤務形態に大きく影響がある。家事や育児を折半にしたか

らといって解決する問題ではないし、幼い子どもにとっての母親のかかわりや、愛情、

そばにいることは絶対に必要なことだと思う。各家庭に応じたサポート体制が用意され

ることを望む。画一化することでの子どもたちへの悪影響がとても心配。（離婚や母子

家庭・父子家庭の増加、子どもを産まない自由など） 

70歳代 男性 女性の働く場を設けること。しかし、家庭や地域の活動をおろそかにしないこと。 

60歳代 女性 

仕事をしている女性が、仕事・家事・子育てを頑張っている家庭が多いと思う。家族で

話し合って、男女夫婦で頑張れるよう。女性ばかりがしんどいと思う。まだまだ男は仕

事をしていれば感がある。男女同立で楽しい家庭生活や育児をしていける環境をつくる

ことが大切だ。 

40歳代 女性 

主人は家事も大切な仕事だと理解してくれている。しばらく仕事がなく家にいる時も、

「今は働いていないから」と言うと、「家で家族の為に仕事してるやん」と、外で仕事

をしていないということを悲観する必要もないし、ちゃんと給料がもらえるくらい家事

が大変だと分かってくれているのでとても気が楽で、頼もしい。みんながこう思ってく

れると家事と仕事を両立して頑張りすぎている女性も、もっと頑張ろうと思えるのだけ

ど。家族が、お母さんはいちばん頑張っていると分かってくれることが一番大切。その

理解だけでつらさも少なくなる。会社や社会は「勝手に言うとけ」と思ってればいい。

悩む必要なし。自分の人生の大切なものを一番大事に考えること。自分が笑っていれ

ば、周りも笑ってくれる。保育所に入れないとガタガタ揉めてイライラしている時間が

もったいない。もっと子どもと一緒にいてあげて。仕事のストレスで子どもに当たって

しまっては、仕事をする意味がない。 

 

（７）性と人権 

年齢 性別 内容 

30歳代 男性 

レディースデイや女性専用車両等、男性が受けることができないサービスは男性差別

で、行き過ぎたサービスだ。男性の生きづらい世の中にならないようにも配慮してもら

いたい。 

60歳代 女性 
人はそれぞれ個性があるので、最終的には個人自身の人間性が尊重されることが一番大

切だと感じた。 

60歳代 男性 

義務を果たさず権利の主張をしている。何事も他人や行政の責任とせず、自分の責任と

行いを考えて生きる事が基本。相手が悪いという事は自分も悪い。スポーツと同じで、

男女、黒人、白人、身長等の特性があり、全て同じにするのは同和教育での手をつない

でゴールさせるかけっこと同じ。 

50歳代 男性 

女性の場合セクハラ、マタニティハラスメントなど結構取り上げられるが、男性の場合

は小中高大学時代から部活動、クラブなどを通じて先生やコーチ、先輩などから意味の

ない暴力や裸で校庭一周など小さい頃からハラスメントを受けている。レギュラーにな

りたいために辛抱し、就職してもパワーハラスメントや、女性からイケメンではないか

ら、金持ちではないからと差別され、行き場がないように思う。 

20歳代 女性 

川西市は高齢化が進んでいるためか、考え方が古く視野が狭いように感じる。色々な人

種を受け入れてくれる寛容な態勢と凝り固まった固定観念を打破してくれる新しい空気

が必要だと思う。 

50歳代 女性 

年代によって、個人（親）の知的レベルで様々な男女・親子関係が存在するので、小さ

い時から確固たる教育が大切だと思う。男性は女性を、女性は男性を。マジョリティー

はマイノリティーを尊重・尊敬して生きる社会を作っていかないといけないと思う。 

 

（８）男女共同参画政策 

年齢 性別 内容 

30歳代 女性 
以前に住んでいた地域よりも熱心に男女共同参画に取り組まれているという印象を持っ

ている。 

70歳代 男性 

今までの歴史や文化の良い面を評価し、早急な変化を起こそうとする革命的な計画や活

動は必ずしもうまく定着しない結果にならないか、進め方に配慮することが大切であ

る。 



 

- 94 - 

年齢 性別 内容 

50歳代 男性 
なぜ男女共同参画問題なのか。男女共同参画と言えば、男女が協力し合って理想の社会

を実現しようという風に聞こえるが、抽象的で分かりにくい。 

70歳代 男性 
「男女共同参画」という言葉自体これでいいものかと思う。今回初めてこの言葉を聞

き、そういうものなのかと知った。 

70歳代 男性 もっと活発に活動すべき。 

70歳代 男性 川西市がどんなことをしているのか全く不明。 

70歳代 男性 参加できるような施策が必要。 

80歳以上 男性 1日も早く実施に向かって進めてほしい。 

80歳以上 男性 

わが国では昔から女性は強かった（特に家庭内では）。それが最近ではどんどん社会に

進出され、大変良いことだと思う。変に小難しい「男女共同参画」などと言わずに、

黙って「託児所」「保育所」を増やし、女性の社会進出を助ける施策を進めるのがお役

所の仕事では。皆さんの更なるご努力を願う。 

60歳代 女性 
男女共同参画施策について今後も重要と考えているので、多くの声を聴きながら男女が

より働きやすい社会となるよう頑張ってほしい。 

70歳代 女性 
男女共同参画施策は基本的には賛成であり、理想ではあるが、人それぞれ人生の中でこ

うあるべきではなく、自分が納得することであればこの限りではないと思う。 

40歳代 女性 

「男女共同参画施策」という名前が何が目的で何をしているのかわかりにくい。もしく

は、興味をそそられない。また、これから何をしていきたいのか具体的でなく、何を

知ってもらいたいのかがよくわからない。オンブズパーソンのように、もっと相談でき

る所が必要かもしれない。 

30歳代 女性 
市の活動というものを ほとんど知らないと思った。こういった活動を川西市でもされ

ているのか。市民がより良くなるように、宜しくお願いする。 

60歳代 男性 
このようなアンケートのみでの判定ではなく、現地現物調査に基づく判断・方策等、現

状に合わせた施策を希望する。 

40歳代 無回答 

男女共同参画施策とは、正直なにを行っているのかよくわからない。現実的に、女性が

働きやすい環境を整備したいのであれば、保育所・ベビーシッター・家事代行などが安

価で利用しやすい地域を目ざすべきだと思う。女性管理職の増加を目標にしているので

あれば、特に中小企業へ女性管理職の育成・採用に助成金を出す、などに税金を使うべ

きであると思う。働く側の要望ばかりが目につき、雇用側への対策がないのであれば、

非常にお粗末な施策だと言わざるをえない。行きすぎた男女平等は、ただの女性優遇施

策になりかねないので現実的な施策を行って頂きたい。 

60歳代 女性 

毎年、地味でもよい、小規模でもよい、楽しめる特色のある企画をうちだす努力をして

いってほしい。 

地道な活動を続けることで、少しずつ意識がかわっていくことと思う。 

60歳代 女性 
施策等について、やたら外国語を使っているように思う。漢字を使った方が良くわかる

ように思うのだが。こんなことを思うのは、高齢だからだろうか。 

50歳代 女性 

男女共同参画という言葉を広くわかってもらうように、もう少し柔らかいイメージの言

葉や愛称のような呼び方を市民から公募して、自分に身近なことなんだと思ってもらっ

た方がよいように思う。 

60歳代 女性 

私の住んでいる地域では高齢化が進み、私共と同じように年金生活者が増えている。女

性は地域での活動を積極的にしている人がいるが、男性は何もせず、ボーっと生活して

いる人を見かける。誘っても参加することもなく、家事も担当していなさそうだ。男性

が積極的に活動できるようにすることで、家族（家庭）が元気になると思う。男性の社

会化への取り組みがこれからの（高齢化社会の）重要課題と思う。地域力の強化。 

 

（９）教室等の開催 

年齢 性別 内容 

20歳代 女性 

男性の家事をすることに対する指導教室を開いてほしい。働きながら子育てする女性に

対する男性の理解を深める教室を開いてほしい。やはり家事は妻という意識が強く、夫

は少しでも手伝えば「家事をしている」と思っていることが多く、周りの理解を得にく

い。特に、男の子しか育てていない母親に上記の考えが多い。共働きの妻にとって、う

ちの子（夫）が家事をしているなんて…という考えを無くさない限り女性の社会進出は

できない。 
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年齢 性別 内容 

80歳以上 男性 

川西市の男女共同参画社会施策については具体的に聞く機会がなかった。今回の調査を

受けたことから、勉強する必要があると思った。今後何かの方法で教育をお願いした

い。 

 

（10）情報提供 

年齢 性別 内容 

60歳代 男性 

このアンケートを受け取って初めて男女共同参画の動きが分かるような気がした。今後

も市内の全世帯に何らかの情報が届いてみんなが発展的な認識を持てるようになればい

い。 

70歳代 男性 

市民目線で具体的に行動すべき。具体的に行動に移したら積極的に発信する。「ホーム

ページに」などはNG。SNS発信は全市民対象にはならない。税金を納めている市民への

発信は重要である。 

60歳代 女性 
市民の意識を高める為、情報提供「広報」やチラシなど配布がありがたい。学ぶことが

できるので引き続きお願いしたい。 

16～19歳 男性 
もっと多くの人に知ってもらうために情報発信してほしい。まだまだ市民の認知度は低

い。 

50歳代 女性 

私同様に所在地も活動内容も知らない市民が多数いると思う。今の社会が最も求めてい

る課題だと思うので、もっと市民に分かりやすくアピールして頂きたい。今回のアン

ケートで相談窓口があることを知り、少し安心感が持てた。今後のご活躍に期待する。 

80歳以上 男性 
健康維持、ボケ防止から色々なことに参加したいと思うが、どこにどんなものがあるの

か全く知らない。もっとPR強化して積極的に参加を呼び掛けてほしい。 

50歳代 男性 

市の広報誌を読めば市が行っている男女共同参画施策について認知度が上がるのだろう

が、能勢電車や阪急バスのつり革広告などにも川西市男女共同参画センターの広告など

を出せばよいのでは。 

60歳代 男性 

今回の調査で「男女共同参画」に対する様々な取り組みについて知った。市よりもっと

活動の内容を知らしめることが必要だと思う。メディアやインターネット、スマホ等の

ツールを有効利用できる施策を考えてほしい。 

70歳代 男性 
男女共同参画ということ自体知らない。もう少し詳しく知りたいのでパンフレット等

配ってほしい。 

70歳代 男性 

男女共同参画のPRが少ない。全く知らなかった。名前も堅い。興味を持てるようにすべ

き。自治会（地域にはこれしかない）等に活動の場を求めてはどうか。例えば地域で起

こった問題に対し自治会等で紹介して興味を持つようにしてみては。この施策に役所の

ナンバーを入れてみては。物事には全て活動があり、その成果が出なければ施策だけで

は組織倒れになる。宝塚市はどうしているのか。他市の様子も調査してみてはどうか。 

40歳代 男性 
政府の施策との関係、川西ならではの特徴をさらにPRしてもらえると、より理解が深ま

ると思う。公報でもさらにPRしてほしい。 

20歳代 男性 

男女平等参画施策というのが何なのか全く知らなかった。どういった告知などをしてい

るのか知らないが、もっと考えた方が良いのではないか。市が作った情報誌のようなも

のに掲載しているのだろうと思うが、はたしてどれだけの人がそれを目にして読んでい

るのか。また、その存在自体を知っている人がどれほどいるのか調べてみればどうだろ

うか？下手すると、税金の無駄遣いと思っている人も出てくるのでは。 

60歳代 男性 どういう活動されているのか伝わってこない。 

40歳代 女性 

男女共同参画と言うが、あまり知れ渡っていないと思う。広報誌などで特集を組んだ

り、活動内容や施策についてもっとオープンにしていった方が良いと思う。何事もまず

知ることから。そのために何をすべきか考えてほしい。 

30歳代 女性 

川西市に移住して間もない為、市の取り組みや支援についてほとんど知らない。紹介用

にDVDなどレンタルできれば素敵だし、長く住み続けたい気持ちになると思う。色々と

知りたいと思うのでよろしく。 

30歳代 女性 DVの相談場所があるならば、もっとしっかりアピールすべきであると思う。 

30歳代 女性 パレット川西ってどこにあるのか。 

 

  



 

- 96 - 

（11）アンケート 

年齢 性別 内容 

40歳代 女性 
女性は働きにくく、社会参加しにくいと思ってアンケートを作っていないか。施策を企

画する方々の頭が古くて固い気が気がする。まずはご自身たちから勉強してほしい。 

70歳代 男性 
難解な質問が多くあり、正当な回答が困難であった。勝手に理解、解釈しての回答であ

る。 

16～19歳 男性 社会人向けの質問が多かったと思うので、学生向けの質問も増やしてみてはどうか。 

70歳代 女性 高齢の為、どう答えれば良いか答えにくい問題があった。 

30歳代 女性 
質問の多くが極端すぎて答えづらかった。程度を表すものにする方が良かった問もあっ

た。少しでも多くの取り組みが実るといい。 

60歳代 女性 質問が多すぎて読むのも疲れた。アンケートをもっと少なく。 

30歳代 女性 
アンケート自体に誘導される質問があるので、結果をどのように利用したいのか疑問に

感じる。 

70歳代 女性 

アンケートを書かせていただき、自分を見つめ直す良い機会になった。 

いつの間にかむずかしい言葉も増え、知らないことも多くなってきた。もう少し頑張っ

て町も家庭も平和であってほしいと思う。時々、思い直すことは必要。 

60歳代 男性 年金生活者にはあまり意見の必要性は無いのでは。 

70歳代 女性 

私自身が勉強不足により、川西市の男女共同参画施策について十分理解できていない為

にわからないことが多かったが、男女共同参画については前向きな気持ちを持ってい

る。 

50歳代 女性 

男女共同参画施策は大変重要なことであり、川西市が住みよい町になる為に必要な意識

だと、アンケートを答えるにあたりよくわかった。一般のたくさんの人々にこのアン

ケートをすることで、今まで気づかなかったことや見過ごして来たことを認識できたと

思う。 

 

（12）行政 

年齢 性別 内容 

60歳代 女性 

私達年代ではなかった夫の家事協力だが、息子達を見ていると教えなくても結婚してア

イロンがけもしている。ハッとするがこれが普通のこれからの若い人の生活なのだと 

びっくりしたり、安心したり。自身の若い頃も夫の協力があれば、もっと仕事をして老

後の備蓄に励めていたかも知れないと思う。何はともあれ、社会の政治の改善、若者の

政治参加なくしては、この国はよくならないと思う。女性が安心して働くためには、女

性の労働を必要とするならば、保育施設の充実なくしては考えられない。男性の収入

アップ、女性の労働、どれをとっても政治の改革が先決である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ.資料〔調査票〕 
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ご協力のお願い 

平素は、川西市の市政にご理解とご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

本市では、男女が性別に関わらず個性と能力を発揮し、いきいきと暮らすことができ

る社会の実現に向けて、平成２５年３月に策定した第３次川西市男女共同参画プランに

基づき、さまざまな取り組みを進めています。 

今回の調査は、平成 2９年度にこのプランの見直しをするにあたり、市民の皆さまの

お考えをお聞かせいただくために行うものです。満 16歳以上の女性 1,000人、男性

1,000人あわせて2,000人の方を無作為に選ばせていただきました。 

この調査票にご記入いただいた内容については、統計的に処理を行い、調査の目的以

外に使用することや皆さまのご迷惑になるようなことは一切ございません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、 

ご協力いただきますようお願い申しあげます。 

 

平成28（2016）年８月 

 

                        川西市長 大塩 民生  
 

 

 

◆◇ 調査票にご記入いただくうえでのご注意 ◇◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西市男女共同参画に関する市民意識調査 

○ 宛名のご本人がご自分のご意見などをありのままにお答えください。 

○ 回答は、当てはまる選択肢を選んで、１・２・３・・・の数字に○をつけてください。 

○ 設問によっては、○をつける個数が決められていたり、回答していただく方が限られ

ていたりするものがありますので、設問の指示に従ってお答えください。 

○ ご記入いただいた調査票は、９月９日（金）までに同封の返信用封筒に入れてご返送

ください。切手は不要です。 

○ ８月３０日（火）に、「ご返送のお願い」のハガキを対象者全員にお送りします。 

これは、調査票の回収率を上げ、できるだけ多くの方のご意見を施策に反映させる

ためのものです。無記名での調査のため、それ以前にご返送いただいている方にも

やむを得ずお送りすることになりますが、予めご了承ください。 

 

■本調査に関するお問い合わせ先■ 

川西市 市民生活部 人権推進室 

ＴＥＬ ０７２－７４０－１１５０ 
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問１ あなたは、どのようなときに男女の地位が平等になっていると思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．家庭生活  

２．学校生活 

３．雇用の機会や職場での賃金・待遇  

４．地域活動の場 

５．法律や制度上  

６．社会通念・習慣・しきたり 

７．政治・経済活動への参加  

８．社会全体 

 

 

問２ 次の「ことがら」や「ことば」を見たり聞いたりしたことがありますか。 

（①～⑧のそれぞれについて、1～３の中であてはまるもの１つに○） 

 

よく 

知って 

いる 

聞いた 

ことが 

ある 

知らない 

① 第３次川西市男女共同参画プラン（20１3年策定） １ ２ ３ 

② 川西市男女共同参画推進条例（2015年制定） １ ２ ３ 

③ 育児・介護休業法（1992年施行） １ ２ ３ 

④ 女性活躍推進法（2016年施行） １ ２ ３ 

⑤ ポジティブ・アクション（積極的改善措置） １ ２ ３ 

⑥ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ  

  （性と生殖に関する健康の増進と権利の擁護） 
１ ２ ３ 

⑦ セクシュアル・マイノリティ（性的少数者） １ ２ ３ 

⑧ マタニティ・ハラスメント（マタハラ） １ ２ ３ 

 

 

 

 

 

 

ジェンダーって？ 

社会的・文化的につくられた性差のことだよ。生物

学的な性（セックス）とは区別して使われているよ。 
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問３ あなたは、ジェンダー問題や男女共同参画がどういうものなのかを学んだり、教えら

れたりしたことがありますか。（どちらか１つに○） 

１．ある ２．ない →問５へお進みください。 

 

〔問３で「１．ある」と答えた方におたずねします。〕 

問４ それはどこでですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．家庭で  

２．小学校で 

３．中学校で  

４．高等学校で 

５．大学で  

６．職場で 

７．自主的な学習グループで  

８．新聞やテレビなどマス・メディアで 

９．民間のカルチャーセンターで  

10．公民館などの講座で 

11．川西市男女共同参画センターが主催する講座で 

12．県や他市の男女共同参画（女性）センターなどが主催する講座で 

13．その他（具体的に：                            ） 

問５ あなたは結婚・離婚・家庭についてどう思いますか。 

（①～⑤のそれぞれについて、１か２に○） 

 そう思う そう思わない 

① 人間の幸福は結婚にあるのだから結婚した方がよい １ ２ 

② 結婚しても相手に満足できない時は離婚すればよい １ ２ 

③ 結婚しても夫婦別姓の方がよい １ ２ 

④ 入籍せずパートナーとして暮らすのがよい １ ２ 

⑤ 夫は外で仕事をし、妻は家事・育児など家庭を守るのがよい １ ２ 
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問６ あなたの家庭では、次のようなことを主に誰が担っていますか（未婚の方は親の場合

で考えてください）。（①～⑥のそれぞれについて、1～４の中であてはまるもの１つに○） 

 主として夫 夫婦同程度 主として妻 その他 

① 日常の家事（食事のしたく、 

そうじ、洗濯、ゴミ捨てなど） 
１ ２ ３ ４ 

② 生活費の確保 １ ２ ３ ４ 

③ 日常の家計管理 １ ２ ３ ４ 

④ 子育て  １ ２ ３ ４ 

⑤ 高齢者、病人の介護・看護 １ ２ ３ ４ 

⑥ 家庭における重要な決定 １ ２ ３ ４ 

  

 

 

 

問７ 子育てについてあなたはどう思いますか。（①～⑦のそれぞれについて、１か２に○） 

 そう思う そう思わない 

① 祖父母、保育士等父母以外の多くの人々が子育てに関わるのがよい １ ２ 

② 3歳までは、母親が子育てに専念するべきである １ ２ 

③ 子育ては、夫も妻も等分に関わるのがよい １ ２ 

④ 男女とも、経済的自立ができるように育てるのがよい １ ２ 

⑤ 男女とも、家事・育児ができるように育てるのがよい １ ２ 

⑥ 個性を伸ばし、個人を尊重する育て方がよい １ ２ 

⑦ 女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるのがよい １ ２ 
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問８ あなたは今、家族の誰かを介護していますか。または介護をしたことがありますか。 
（どちらか１つに○） 

１．している（したことがある ） 

２．していない（したことがない）→問11へお進みください。 

 

〔問８で「１．している（したことがある）」と答えた方におたずねします。〕 

問９ 介護した相手は誰ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．配偶者 ２．親 

３．子 ４．兄弟・姉妹 

５．祖父母 ６．配偶者の親 

７．配偶者の祖父母 ８．その他（具体的に             ） 

 

〔問８で「１．している（したことがある）」と答えた方におたずねします。〕 

問10 介護はどのように行っていますか（または行っていましたか）。 
（あてはまるもの１つに○） 

１．主に自分一人で介護している 

２．主に自分が介護しているが、配偶者、子ども、その他の家族などの協力がある 

３．主に他の人が介護しているのを手伝っている 

４．サービスなどを利用しながら介護している 

５．その他（具体的に：                           ） 

 

問11 一般的に女性が収入をともなう仕事をもつことについて、あなたはどう思いますか。

（あてはまるもの１つに○） 

１．子どもができても、育児休業をとるなどして仕事はずっと続ける方がよい 

２．結婚や出産で退職または一時離職し、子育てを終えてから再び仕事をもつ方がよい 

３．結婚や出産までは仕事をもつ方がよい 

４．仕事は家計の補助程度の働きでよい 

５．女性は仕事をもたない方がよい  

６．その他（具体的に：                           ） 
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問12 あなたは、現在の女性は働きやすい状況にあると思いますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．そう思う  →問14へお進みください。 

２．そう思わない 

３．わからない →問14へお進みください。 

 

 

〔問12で「2．そう思わない」と答えた方におたずねします。〕 

問13 そう思わない理由は何ですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．働く場が限られているから  

２．能力発揮の場が少ないから 

３．労働条件が整っていないから  

４．保育・介護施設が整備されていないから 

５．昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるから  

６．結婚・出産退職の慣行があるから 

７．男は仕事、女は家庭という社会通念があるから  

８．家族の理解、協力が得にくいから 

９．その他（具体的に：                           ） 

 

〔すべての方におたずねします。〕 

問14 家庭で育児や介護が必要なとき、共働き夫婦が育児休業や介護休業を取るとしたらど

うするのがよいと思いますか。育児休業、介護休業それぞれについてお答えください。 

●育児休業（あてはまるもの１つに○） ●介護休業（あてはまるもの１つに○） 

１．どちらかといえば夫が取るのがよい 

２．どちらかといえば妻が取るのがよい 

３．夫も妻も同じように取るのがよい 

４．その他（具体的に：        ） 

１．どちらかといえば夫が取るのがよい 

２．どちらかといえば妻が取るのがよい 

３．夫も妻も同じように取るのがよい 

４．その他（具体的に：        ） 

 
 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスって？ 

誰もが、やりがいや充実感をもって仕事をするだけ

じゃなく、家庭や地域生活なども充実させて、自分が
望む人生を送ることだよ。 
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問15 あなたは「仕事と生活の調和」すなわち「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を

知っていますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．名前も内容も知っている 

２．名前は聞いたことがあるが、内容までは知らない 

３．名前も内容も知らない 

４．わからない 

 

問16 あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．「仕事」を優先している 

２．「家庭生活」を優先している 

３．「地域・個人の生活」を優先している 

４．「仕事」と「家庭生活」をともに優先している 

５．「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

６．「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

７．「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

８．わからない 

 

問17 あなたの希望に最も近いものはどれですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．「仕事」を優先したい   

２．「家庭生活」を優先したい 

３．「地域・個人の生活」を優先したい 

４．「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい 

５．「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

６．「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

７．「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

８．わからない      

 

問18 あなたは次のような活動をしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．県・市町の審議会・委員会などでの活動 

２．自治会・コミュニティ等の活動 

３．ＰＴＡ活動 

４．子ども会などの青少年育成活動 

５．青年団体・老人団体等の活動 

６．消費者団体・生活協同組合等の消費者活動 

７．ＮＰＯやボランティアなどの市民活動 

８．その他の社会活動（具体的に：                    ） 

９．活動していない    
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問19 あなたが参加した活動では、次のようなことがありましたか。 

（①～⑦のそれぞれについて、1～４の中であてはまるもの１つに○、それ以外の内容

については、「⑧ その他」に記入してください。） 

 

あ
る 

少
し
あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

① 行事やイベントの企画は主に男性が決定している １ ２ ３ ４ 

② 代表者は男性から選ばれる １ ２ ３ ４ 

③ 女性は責任のある役を引き受けたがらない １ ２ ３ ４ 

④ お茶入れや食事の準備などは女性がしている １ ２ ３ ４ 

⑤ 女性は発言しにくい雰囲気がある １ ２ ３ ４ 

⑥ 名簿上は男性が会員になっているが実際は女性 

（配偶者）が活動している 
１ ２ ３ ４ 

⑦ PTA活動は女性中心、自治会は男性中心である 

など、男性と女性の仕事がわけられている 
１ ２ ３ ４ 

⑧ その他（具体的に：             ） １ ２   

 

 

 

問20 あなたは、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにはど

のようなことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす 

２．男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす 

３．夫婦や家族でよく話しあう 

４．当事者（夫婦間）の考えを尊重し、まわりの人が固定的な観念等押しつけない 

５．社会の中で、男性が家事などを行うことに対する評価を高める 

６．労働時間短縮や休暇制度を普及し、仕事以外の時間を多く持てるようにする 

７．男性が家事などに関心を高めるよう情報提供や啓発を行う 

８．男性の家事や子育て、介護等の技能を高める 

９．男性が子育てや介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりをすすめる 

10．仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を設ける 

11．その他（具体的に：                       ） 
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問21 セクシュアル・ハラスメント（セクハラ、性的嫌がらせ）やドメスティック・バイオ

レンス（DV）は、男女互いの性に対する人権侵害だと思いますか。 

（どちらか１つに○） 

１．思う ２．思わない 

 

 

問22 あなたやあなたのまわりの方が、学校・職場・地域活動等でセクシュアル・ハラスメ

ントの被害にあわれたことがありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．自分自身が被害にあったことがある 

２．友人や職場の仲間など、自分のまわりに被害にあった人がいる 

３．具体的に相談を受けたことがある 

４．見たり聞いたりしたことはない  → 問24へお進みください。 

５．その他（具体的に：                          ） 

 

〔問22で「１」「２」「３」「５」と答えた方におたずねします。〕 

問23 あなたやあなたのまわりの方がセクシュアル・ハラスメントの被害にあわれたとき、

あなたはどのような対応をしましたか。（あてはまるものすべてに○） 

セ
ク
ハ
ラ
を
行
っ
た
相
手

に
直
接
抗
議
し
た 

家
族
や
友
人
に
相
談
し
た 

職
場
や
学
校
の
苦
情
処
理

機
関
や
上
司
・
教
師
な
ど

に
訴
え
た 

公
的
な
相
談
機
関
に
相
談

し
た 

民
間
の
相
談
機
関
に
相
談

し
た 

弁
護
士
に
相
談
し
た 

裁
判
所
に
訴
え
た 

警
察
に
訴
え
た 

何
も
で
き
な
か
っ
た 

そ
の
他 

（  
 
 
 
 
 
 
 

） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

 

 

  

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ・性的嫌がらせ）って？ 

職場や学校などで、相手を不快や不安にさせる性的な言葉や行動のこ

とだよ。たとえば、お酒の席でお酌をさせること、女性に結婚や出産の

ことをしつこく聞くことなんかもセクハラだよ。 
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〔すべての方におたずねします。〕 

問24 あなたは、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（通称：ＤＶ防

止法）をご存じですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．法律の内容までよく知っている 

２．名前は聞いたことがあり、ある程度知っている 

３．名前は聞いたことがあるが、内容までは知らない 

４．ほとんど知らない 

 

問25 あなたはDV被害にあわれたことがありますか。（どちらか１つに○） 

１．ある ２．ない → 問30へお進みください。 

 

〔問25で「１．ある」と答えた方におたずねします。〕 

問26 あなたが受けたDVはどのような内容ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．「おれがいるときは外出しないように」と言う 

２．「誰のおかげで、おまえは食べられるんだ」と言う 

３．意に反して、性的行為を強要する 

４．殴ったり、蹴ったり、平手で打つなどする 

５．交友関係や電話を細かく監視する 

６．話しかけても無視して返事をしない 

７．生活していけないほどの小額なお金しか渡さない 

８．その他（具体的に：                          ） 

 

〔問25で「１．ある」と答えた方におたずねします。〕 

問27 あなたがDVを受けたとき、どこかに相談しましたか。（どちらか１つに○） 

１．はい ２．いいえ → 問29へお進みください。 

 

〔問27で「１．はい」と答えた方におたずねします。〕 

問28 どこに相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１．警察 ２．公的機関 ３．家族・親戚 

４．友人・知人 ５．その他（具体的に：              ） 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）って？ 

夫や妻、恋人などからの暴力のことだよ。ただ、暴力といってもな

ぐる、けるだけじゃなく、性的な暴力、ののしる、無視するなどの精

神的な暴力、生活費を渡さないなどの経済的な暴力もあるんだ。 
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〔問27で「２．いいえ」と答えた方におたずねします。〕 

問29 相談しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．誰（どこ）に相談してよいのかわからなかったから 

２．恥ずかしくて誰にも言えなかったから 

３．相談しても無駄だと思ったから 

４．相談したことがわかると、仕返しやもっとひどい暴力を受けると思ったから 

５．相談相手の言動により、不快な思いをさせられると思ったから 

６．自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくことができると思ったから 

７．世間体が悪いと思ったから 

８．他人を巻き込みたくなかったから 

９．自分に悪いところがあると思ったから 

10．相談するほどのことではないと思ったから 

11．その他（具体的に：                         ） 

 

〔すべての方におたずねします。〕 

問30 ＤＶ被害を受けたときに相談できる機関や関係者のうち、あなたが知っているものは

どれですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．警察  ２．市役所 

３．川西市男女共同参画センター   

４．兵庫県女性家庭センター（配偶者暴力相談支援センター） 

５．民生児童委員  ６．人権擁護委員 

７．民間支援団体  ８．医師その他医療関係者 

９．教員その他学校関係者 

10．その他（具体的に：                          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 あなたは、「デートＤＶ」をご存じですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．どういう行為か内容までよく知っている 

２．言葉は聞いたことがあり、ある程度知っている 

３．言葉は聞いたことがあるが、内容までは知らない 

４．ほとんど知らない 

 

デートＤＶって？ 

恋人や交際相手などの間で起こる暴力のこと。恋人から、心

ない言葉で傷つけられたり、暴力を受けたりするなどして恐怖

を感じることがあるとしたら、それは対等な関係ではないし、

望ましい状態ではないことに気づくことが大事なんだよ。 
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問32 あなたは、デートＤＶをなくすためには、どうしたらよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．家庭で、保護者が子どもに対し、暴力がいけないことを教える 

２．家庭で、暴力について話し合う機会をつくる 

３．学校などで、男女が対等な関係であることや、暴力を防止するための教育を行う 

４．地域で、暴力を防止するための研修会、イベントなどを行う 

５．メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う 

６．暴力を助長するおそれのある情報(雑誌、インターネットなど)を取り締まる 

７．身近に安心していつでも相談できる窓口を増やす 

８．メールや電話での相談窓口を増やす 

９．学校などに、デートＤＶの相談窓口をつくる 

10．加害者の暴力を罰せられるような制度や法律をつくる 

11．暴力を振るったことのある者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う 

12．その他（具体的に：                          ） 

13．わからない 

 

問33 ユネスコによる「性教育国際ガイドライン」では、人間関係、人間の発達、性行動

など6つの重要概念を学習目標として示し、子どもの発達段階に応じて教育することを

提唱しています。あなたは性教育についてどのように思われますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．間違った性情報があらゆるところで氾濫しているので、できるだけ早い時期に行っ

た方がいい 

２．そのような教育は早く行えば行うほど、子どもに悪影響を及ぼすので行わない方がよい 

３．家庭で家族が、子どもの成長に応じて必要なことを教えていくのがよい 

４．学校で教師が、子どもの成長に応じて必要なことを教えていくのがよい 

５．学校では教えない方がよい 

６．保健所や保健センターなどが、積極的に教えていくのがよい 

７．国や自治体などの公共団体が積極的に講座等を開き教えていくのがよい 

８．思春期になれば性に興味や関心を持つことは自然なことなので、あえて教える必要

はない 

９．その他（具体的に：                          ） 

 

問34 あなたは、複合施設「パレットかわにし（１階）」にある川西市男女共同参画セン

ターを利用したことがありますか。または、ご存じですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．利用したことがある ２．知っているが利用したことはない 

３．聞いたことがある ４．知らない 
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問35 本市には男女共同参画を進めていくための拠点として川西市男女共同参画センター

がありますが、あなたは、この男女共同参画センターにどのようなことを希望しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．男女共同参画に関する図書や情報の収集・提供 

２．自主的な活動への助成・支援 

３．講座・学習時の保育支援 

４．「女性の悩みごと相談」などの相談事業の充実 

５．セクハラ・ＤＶ被害者への相談・支援 

６．男女共同参画に関する講座の充実 

７．ボランティア等の人材を育成する講座の充実 

８．就労を支援する講座の充実 

９．起業やＮＰＯ設立に関する相談 

10．その他（具体的に：                          ） 

 

問36 あなたは、防災・災害対策において、性別に配慮した対応で必要だと思うものはあ

りますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、授乳室、洗濯干場等） 

２．避難所運営に男女がともに参画し、被災者対応に男女両方の視点が入ること 

３．災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者、障がい者、妊産婦のサポート体制） 

４．公的施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給する際の配慮 

５．被災者に対する相談体制 

６．自治会等の地域における防災訓練に、男女がともに参画し男女両方の視点が入ること 

７．防災に関する会議に女性委員の割合を増やすこと 

８．その他（具体的に：                          ） 

 

問37 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障がい

となるものは何だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が少ないこと 

２．女性自身がリーダーになることを希望しないこと 

３．上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと 

４．長時間労働の改善が十分ではないこと 

５．企業などにおいては、管理職になると広域異動が増えること 

６．保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと 

７．保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと 

８．その他（具体的に              ） 

９．特にない 

10．わからない 
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問38 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダー

が増えるとどのような影響があると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが創造される    

２．人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を与えることができる 

３．女性の声が反映されやすくなる 

４．国際社会から好印象を得ることができる 

５．男女を問わず優秀な人材が活躍できるようになる 

６．男女を問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる 

７．労働時間の短縮など働き方の見直しが進む 

８．男性の家事・育児などへの参加が増える 

９．今より仕事以外のことが優先され、業務に支障をきたすことが多くなる 

10．男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる 

11．保育・介護などの公的サービスの必要性が増大し、家計負担及び公的負担が増大する 

12．その他（具体的に：                       ） 

13．特にない 

14．わからない 

 

 

 

 

 

◆あなたの性別を教えてください。自認する性でもけっこうです。（○は１つ） 

１．女性 ２．男性 ３．その他 

 

◆あなたの年齢を教えてください。（○は１つ） 

１．10歳代 ２．20歳代 ３．30歳代 ４．40歳代 

５．50歳代 ６．60歳代 ７．70歳代 ８．80歳以上 

 

◆あなたは結婚していらっしゃいますか。（○は１つ） 

１．結婚している  

２．結婚していないがパートナーと暮らしている 

３．結婚していたが死別した  

４．結婚していたが離別した 

５．結婚していない  

６．その他（具体的に：           ） 

さいごに、あなたのことを聞かせてください！ 
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◆あなたが同居している家族の構成を教えてください。（○は１つ） 

１．単身世帯（一人暮らし）  ２．１世代世帯（夫婦のみ） 

３．２世代世帯（親と子） ４．３世代世帯（親と子と孫等） 

５．その他 

 

 

◆あなたは、現在、収入をともなう仕事についていますか。産前・産後、育児介護休暇中

の人は働いているものとみなします。（どちらか１つに○） 

１．仕事をしている ２．仕事をしていない  →付問２へお進みください。 

 

〔「1.仕事をしている」と答えた方におたずねします。〕 

付問１ どのような仕事をしていますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．営業主・会社経営 ２．家業手伝い（農林漁業を含む） 

３．自由業者（弁護士・開業医・個人教師等） ４．内職など（在宅で受託） 

５．公務員等（私立学校教師含む）  ６．正社員 

７．臨時雇用・パート・アルバイト ８．派遣社員 

９．その他（具体的に：                           ） 

 

 

〔「2. 仕事をしていない」と答えた方におたずねします。〕 

付問２ 仕事をしていない理由は何ですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．学校に通っているから  ２．家事・育児・介護に専念したいから 

３．家事・育児・介護を担わざるを得ないから  ４．経済的に必要としないから 

５．求めているが希望する仕事がないから  ６．希望する就労時間に合わないから 

７．リストラにあったから ８．定年・高齢のため 

９．健康や体力に自信がないから  

10．趣味やボランティア等の活動をしているから 

11．仕事を持たないほうが、自由に生きられるから 

12．その他（具体的に：                           ） 

 

 

〔配偶者やパートナーと一緒に暮らしていらっしゃる方におたずねします。〕 

◆あなたの配偶者やパートナーは収入を得る仕事をしていますか。（どちらか１つに○） 

１．仕事をしている ２．仕事をしていない 
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川西市の男女共同参画施策について、ご意見、ご要望等がございましたら、ご自由に 

お書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しいところ、ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

ご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要）に入れて、

９月９日（金）までにご返送いただきますようお願いいたします。 
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